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図面や図形測定の面倒を可能な限り取り去っ

た最もすぐれたツー･ル．むす。（特許出願中〕

直線図形は頂点の入力だけで面積と線長
が同時に測定できるエリアカーブメータ
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座ったままでの操作を可能にした大型偏心ﾚﾝズ採用 ’
エリアカーブメータの測定スピードと正確な測定結果は、トレースボイントマー

クの見やすさと操作性に大きく係っています。ウシカタのX-PLAN360は､トレ

ースレンズに大型偏心レンズを採用。レンズをどの位置においても、確実にトレ

ースポイントをとらえることができます。腰を浮かして、トレースレンズをのぞ

き込む必要がありません。いつでも座ったままで操作できます。しかも、ボイン

トモードと連続モードの変換スイッチ、ポイントモードの入力スイッチ、ともに

指先に位置しています。曲線と直線の複合図形も片手操作が可能です｡微小線長、

微小面積から長大図面まで、正確に測定できる画期的なエリアカーブメータ《X

プラン360》が、さらにスピーディで快適な計測作業を実現しました。
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エクスプラン

抑'皿N綱
●直線図形．曲線図形．哩線曲線溌合図形の面桶、線長を同時正確測定●スイッチONですぐ測定

できる原点スタート方式●線分A¥能0.05mm●H1定範囲3BOm(上下)×100000m(左右）●コードレ

スの充電式(日時間充耐で20時間使用）●非鉄金繍製で軽くて堅牢、ノイズに強い●寸・法160×367

×47｢wW(本体）●毘罷10kg(木体）

ウシカタエリアカーブメータ

牛方商異肌
東京者B大田区千鳥2－l2－7

ushik､aTELO3(750)0242代〒146
※誌名ご記入の上、カタログをご請求ください。
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木材の需要促進と
林業。林産業の対応

一柱材生産･供給一辺倒からの脱皮一

にしむらかつみ

西村勝美＊
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住宅工法・生活様式の

変化で減少するスギ・

ヒノキ柱材

＊林業試験場木材部

製材研究室長

林業技術No.5371986.12

日本林業は，労働力の確保難や造林･伐出コストの増加，大径材・良質

材の供給減少，木材需要減・材価の低落と代替材攻勢，さらには円高経済

の定着化に対する不安と市場開放に伴った輸入木材・木製品との新たな競

合関係の顕在化など，今日まさに大きな転換期に直面している。特に円高

経済と木材の市場開放への移行は，これまで以上に，相対的に安価な，し

かも輸入製品の形態で主導された木材市場・価格が形成されていくことも

予想される。このことは，国内林業・林産業の経営基腱を根底から揺るが

す問題に連なることも憂慮され，今日こそ，将来にわたっての林業・林産

業対策を真剣に考えるべき時期である。

国内林業の維持・発展は，究極的にいえば，国産材という商品が木材市

場においていかに国際競争力を得ていくかということにある。また，この

ためには，現状までも種々提起され，多様な施策が講じられているが，今

日なお不備な林業生産基盤や国産材の流通・加工体制をよりいっそう整備

していかなければならないし，同時に，加工・利用技術の改良・改善，開

発を基軸にして，コストや品質性能という面で代替材からの巻き返しと，

新規需要の開拓を図る必要もある。

といって今後における国産材の需要分野を，従来までの利用形態の延長

路線で考えていってよいだろうか。

ここでは国産材を，将来とも供給の主体を占めるであろうスギ・ヒノキ

に限定し，その需要維持と拡大の方向について私見を述べてみたい。

スギ，ヒノキ等の育成的林業は，古くから住宅用建築材を主たる生産目

標とし，そこでの施業方針は現状でも，大方はスギで40年前後，ヒノキ

で50年前後を伐期とした柱材生産を中心に置いている。このことは，我

我の実態調査結果から推計した最近の丸太供給の径級別織成からもいえる

ように，敷居や鴨居などの造作材木取りが可能となる末口径30cm以上の

丸太は，スギで全体の20数％，ヒノキで15％前後にしかすぎず，大半は

主製品が柱角木取りとなる22cm未満の丸太で占められている。しかも，



これら丸太は特定の林業地からの生産材を除くと，ほとんどが品質的に中

級以下のものが多い。

周知のように，わが国の木材市場は，久しく外材主導型で形成されてき

ており，この中で住宅建築用材として国産材の市場性が維持できてきたの

は，良質材の需要分野であるといってよい。つまり，住宅建築用材･では木

理や色調の美しさが重視される，いわゆる見えがかりになる部材に国産材

が使われてきたし，現状ではこのような使用慣習は希薄になっているが，

なお和風建築の分野に生きている。こうした分野を除き，いわゆる見えが

くれ部材には，中級以下の国産材製材品が外材との価絡競争にさらされ，

常に低位におかれてきている。最近では，品質的に中級以下の国産材柱角

は，国内柱灼市場の25％強まで増加した北米産の輸入製品によって市場価

格が主導されてきているわけである。品質的には中級以下の住宅部材，換

言すれば見えがかり以外の管柱，間柱，桁，土台，大引など，柱サイズの

製材品は，強度的性能を重視してJAS1等か，もしくは現実の流通規格

でいう特1等,あるいは1等並みという材が多用されるが,これらは木造住

宅の建築においてかなりの数量が使われるため，相対的に安価なことが必

要とされる。したがって材料の強度性能が満たされるならば相対的に安価

な外材製品によって国産材が容易に代替されてしまうことになる。

最近の在来木造住宅の建築では，1棟当たり100～110㎡の2階建てが主

流になっている。このような住宅建築では，柱サイズの製材品が90～100

本（柱としては50～60本）が用いられる。しかし現状では住生活や建築

様式の変化，さらには建築コストの縮減などに伴って，国座材指向が強い

和室は1～2部屋になり，新設戸数の約40％を占めるという都市およびそ

の近郊の住宅では1部屋が多くなっている。とすれば，国産材のもつ木理

や色調の美しさを重視した，いわゆる見えがかりになる柱，すなわちこれ

まで役物と称されてきたスギ･ヒノキの高級柱の需要が少なくなるのは当

然のことである。例えば，6畳もしくは8畳の和室が1部屋とすると，役

物柱は1棟に4～8本しか使われないことになる。それも材料単価や施工

の手間，寸度安定等の関係で集成柱を使用する傾向が強く，国産材の役物

柱の市場はますます狭まってきているのが現実である。

一方，前述のように，在来木造住宅の建築では柱サイズの見えがくれ部

材が多用されるが，そこで国産材の需要喚起を図ろうとすれば，要求され

る強度性能を維持しつつ，外材の市場価格に接近した形で供給されるよう

な方策が確立されていかなければならないわけである。

ところで，今後に供給増が期待される戦後造林木の形質はどうであろう

か。一般的にいって，現有造林地は外材依存度の高まりの中で，相対的に

施業・管理が粗放的になってきた林分が多い。とすれば，今後に供給増が

期待される生産材は，限られた林業地からのものを除くと，その多くは品

質的に良好とは言い難いのではなかろうか。このような造林木がかりに，
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今後とも続く柱材市場

の外材シェアの上昇

柱材生産から長伐期化

を基軸とした多用途目

的の林木生産への移行

林業技術No.5371986. 12

柱材を生産目標とした供給が行われるとすれば，当然これら生産材からの

製材品も現状でいう並物か，それ以下のものになろう。

こうした製材品は，現在までもそうであるように，今後とも外材との価

絡競争に勝てずに需要が維持できないことになろう。特にスギ材は，北米

材との直接的な競合があるだけに，需要確保が困難になることが予想され

る。しかも，戦後のスギ造林地は，全国的にほぼ同じ時代に造成されてき

ているだけに，かりに多くの林業地が柱材を生産目標とした伐期を設定す

るなら，明らかに供給過剰を引き起こすことになる。また，かりにこのよ

うな事態に向かうならば，現状ですら低材価で林業経営の維持が危ぶまれ

ているが，それ以上に採算割れが大きくなっていくのではなかろうか。と

もあれ，国内の木材マーケットでは，今後とも北米材が主導権をもって展

開していくのであろうか。結論からいえば，将来的にそのシェアは上昇し

ても下降するような要素は現状から判断して存在しないといってよい。こ

のことは，日米貿易摩擦問題の下で浮上した木材の市場開放とも深い関係

がある。

わが国における北米材の輸入は，これまで米国，カナダの太平洋岸地域

に大きく依存している。またこの地域は米国の大消費地である東部市場を

中心にして全米の木材需要のかなりの部分の供給を担ってきた。しかし最

近では，新興林業地といわれる米国南部からの供給力が増加し，東部市場

で着実にそのシェアを拡大している。このため，従来までの大産地である

太平洋岸地域では，米国とカナダで激しい価格競争を展開しつつカナダが

有利な立場にあるとされている。つまり米国の太平洋岸地域の林業・木材

産業は，カナダとの競争力が低下し，改めて日本市場を重視し，長期的な

販路拡大策のために木材･の市場開放を求めてきていると理解されるが，一

方では東部市場よりも輸送コスト面で有利なこと，針葉樹材として有望な

マーケットでもあることから，対日輸出に大きな期待を寄せているわけで

ある。その意味では，わが国に対する木材輸出は，丸太はもちろんのこと

製材品をはじめ，合板，集成材の形態でより圧力が強くなると考えられる

し，当然，カナダの場合も東部市場より輸送コスト面で有利なため，これ

まで以上に製材品の対日輸出に力を入れてくることが予想される。

とすれば，国内林業・国産材の今後は，円高経済と木材の市場開放への

移行によって，特にスギ材は北米材との価格競争をこれまで以上に大きく

させることになろう。したがって国内林業・国産材は，かりに国内の建築

着工量が増えたからといって，それが直ちに需要の増加や材価の上昇につ

ながらないとみるべきかもしれない。

わが国の在来木造住宅の建築は，軸組構法と称され，主要な軸材に柱サ

イズの製材品が多く使用される。しかし，これら軸材に国産材が多用され

るのは，地場産材が比較的得やすい郡部か，あるいは建築単価が中庸以上



といわれる住宅建築である。前述のように，ごく一般的な在来木造住宅の

建築では，和室の見えがかり部材に一部国産材が使われる程度である。も

っとも地域・地帯によっては外材が国産材より高価なところ，あるいは価

格的に差がないところ，国産材指向が強いところなど，一般的な住宅とい

っても当然，地域性が存在し，国産材が多用される場合もある。しかし，

全国的な規模で国産材が使われていくためには，品質的に並クラスの製材

品が相対的に安価に供給されていかないかぎり，今後とも北米材との市場

競争は避けられないだろう。もちろん,見えがかり部材の需要は,今後とも

狭い市場ではあるが存在し，そこでは材料の化粧性が重視されていくであ

ろう。このため，一部の林業地では優良材生産に向けての集約的な育林技

術を展開していくべきだろう。これに対し，例えば見えがくれ部材となる

一般材は，これまでの柱適寸丸太で供給するよりは，むしろ長伐期による

大径材から生産する方向が低コストの供給につながっていくと思われる。

大径材の製材加工では，たとえそれが品質的に並クラスの丸太であって

も，製品収量が大きく，結果として製材コストの低下につながりやすい。

また一般材でも長伐期で大径材･になるほど，丸太に占める良質材部分が相

対的に多くなり，それだけ価値歩止りの向上が期待できる。といっても，

これら大径材は，たとえ一般材でも材質的な変動が大きくては利用価値が

低く，低材価になる。したがって，長伐期といっても，単に伐期を延長す

るだけでは市場から要求されるような丸太品質の材は供給できないだろ

う。既述のように，例えば住宅用の軸組材には一定の強度性能を必要とす

るし，それには節の大きさや節の数，年輪幅などが一定限度を超えてはな

らない。もちろん，製材品の品質基準は，木取技術でカバーしていくが，

その技術も原料としての丸太の品質に大きく左右されるわけである。この

ため，一般材でも丸太品質に極端な差があれば，木取型の標準化に難点が

あり，それだけ製材コストの引下げが困難になる。とすれば，長伐期林業

への指向では，一定レベルの施業・管理技術が伴っていかないかぎり，主

伐期で単に径級的に太い材を生産したとしても，品質的に低水準で，しか

もそのバラツキが大きければ期待するような収益につながらないだろう。

すなわち，長伐期林業は，健全な林木の量的質的な育成と維持のために，

地域・地帯別の条件に応じて，主伐期までに何度かの間伐を必要とする林

分も存在し，決して粗放的な施業技術であってはならないと考える。とい

っても，いわゆる優良材生産の場合を除いて，一般材生産の林業経営で

は，可能なかぎり省力化，低コストになるような施業技術で対処していく

べきであろう。特にスギの一般材は，これまで以上に北米材との市場競争

が激しくなると受け止妙ておくべきである。それゆえ，一般材市場に供給

するスギ材は，品質的に一定範囲にとどまるようにし，しかも低コストで

量産化が可能な体制づくりを期待したいものである。この目標達成には，

もちろん長い期間を要するが，スギの柱仕立て林業ではすでに優良材生産

でないかぎり，外材との市場競争力の維持が難しくなっている。かりに戦

5
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後造林地も柱材生産に目標を置いた経営では，すでに述べたようにその需

要維持と材価の向上はかなり困難なことになる。戦後造林地は，そのほと

んどが最も保育に投資がかかる時期を経てきており，今後は一定レベルの

施業を低コストで対処し，長伐期化への移行を図るべきだろう。

スギの伐期60年生以上の材では，並品質といえども相当数の柱取りが

可能になるばかりか，1番，2番玉からは数丁の役物柱や役物造作材の木

取りも可能となる。また丸太形質が優れたものであれば，それだけ役物製

材品の木取りを容易にするし，集成材や合板の化粧単板用フリッチ等，高

材価の製品生産が期待できる。さらに，将来は並品質の大径材を合板原木$

として利用することも経済的に引き合うかもしれない。もっとも戦後造林

地のすべてが長伐期化へ向けるわけにはいかないし，地域の条件によって

は短伐期の林業もあろう。そして長伐期の林分も，条件によっては何度か

の間伐を行っていく必要もある。

いずれにせよ，木材需要の構造は，外材主導型の市場の下でこれまでも

大きな変化を遂げてきたし，今後もまたスギ・ヒノキについてもその使わ

れ方に変化が予想される。このため，林業経営においても，需要織造の変

化に対応できるように，形質別に多様でも量的に安定供給が可能な体制を

つくることが大切かと思われる。と同時に，製材技術においても，丸太の

形質に応じた低コストの生産方式を確立しておく必要があろう。

＜完＞
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藤森隆郎

冠雪害と施業
61年春の被害地調査

の結果から

20

1．はじめに

1986年3月22日から23日にかけて本州南岸

沖を発達しながら東北東に進んだ低気圧は，西日

本から東日本の太平洋側の各地に大きな冠雪害を

もたらした。近縦地方中部と関東地方西部で被害

が目だち，林業の先進地である吉野，北山，青

梅，西川などの地方もかなりの被害を受けた。特

に被害の大きかったのは東京都から神奈川県の山

間部にかけてである。筆者は吉野，北山，東京都

の山間部を視察し，もっとも被害の激しかった八

王子市の浅川実験林，高尾山国有林で調査を行っ

た。また1986年10月上旬の日本林学会関東支部

大会では61年春季冠雪害に関する10件の研究発

表が行われるとともに，「昭和61年春季冠雪害に

ついて」というテーマでシンポジウムが行われ

た。以上から得られた情報を中心に冠雪害と施業

に検討を加えたい。

2．気象条件

八王子市役所の気象観測では22日朝からの雨

が22時30分に雪となり，23日9時から13時ご

ろにかけての積雪速度が大きく14時から16時に

かけて22cmの最深積雪深を記録している。気温

は9時から13時まで0．5．Cから0.7｡Cの間にあ

り，付着しやすい湿雪であったことを物語ってい

る。14時から気温が上昇し始め15時30分には

雨に変わった。9時から15時までの1時間間隔

で見た10分間の平均風速は7.2～8.2m/s,10分

間の瞬間最大風速は20.8m/sであった。被害地

の積雪深の報告では30～40cInのところが多かっ

たようである。以上から今回の関東地方の冠雪害

ー
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損
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図･1各地の冠雪被害時の平均折損部直径のもっとも

大きかったスギ林分の平均折損部直径

は付着しやすく重い湿雪と非常に強い風によって

もたらされたものといえる。

3．被害状況

1）被害強度

石井3》はその地域の被害の強さを示す指標とし

てスギの折損部直径を比較することを提案してい

る。図･1はこれまで調査された資料の中で，地

域ごとにもっとも平均折損部直径の大きな林分の

平均折損部直径を比較したものである。今回の調

査で得たもっとも平均折損部直径の大きな林分

（51年生）の平均折損部直径は18.8cmで，この

値はこれまでにもっとも強度な被害とみなされる

56豪雪の被害における値と同じ範囲にあり，今回

の気象条件の厳しさを物語っている。なお，平均

林業技術No.5371986.12
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林分数の多い樹種での全林分数に

対する被害林分数の割合を見るとス

ギ（79％)，ヒノキ属（43％)，マ

ツ属（25％）であった。またスギ

には本数被害率が50％以上の激害

林分が多かったｲ>・広葉樹は針葉樹

に比較して被害率が小さく，ケヤ

キ，カツラ，オニグルミなどには被

害は見られなかった。

図｡2は代表的な樹種の被害状況

を1林分ずつ調べたものである2)。

これらの土域条件や斜面位置には特

に大きな違いはない。被害は針葉樹

で大きく，広葉樹で小さいことがひ

と目でわかる。針葉樹について見る

とモミ以外は幹H1lがり，幹折れ，根

返りの被害形態が見られるのに，モ

ミは幹折れのみである。ツガとヒノ

凡例

口健全
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『 れは両樹種とも浅根性であることが

関係していよう。平均折損部直径は

モミ(17.4cm),ヒノキ(16.3cn'),

ツガ(13.8cm),スギ(10.5cn,)の順

に大きかった。林齢，密度，傾斜度

等条件がまちまちのものの比較であ

るが，いちおう樹種の被害特性の参

考になろう。

20 20

一
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|Ⅲ
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図･2樹種ごとの直径分布と被害形態2，

胸高直径の大きい林分では折損部直径の大きな個

体があると同時に折損部直径のかなり小さな梢端

折れの個体が多くなる傾向があるので"，上位5

本から10本ぐらいの値を比絞したほうがよいよ

うに思われる。今回の林分の｣二位5本の平均値は

22.2cm,筆者らの調べた56豪雪福井のそれは

22.1cmであった。

2）樹種の被害特色

被害を受けた場所に隣接していろいろな樹種が

並んでいると，樹種の耐冠雪性や被害特性を比較

することができる。幸い林業試験場浅川実験林に

多くの樹種の人工林がつくられているので，冠雪

害に関する樹種間の比較を行うことができた。

林業技術No.5371986.12

筆者はこれまで多くの冠雪被害地を見てきた

が，モミは耐冠雪性の強い樹種であることを認め

てきた。今回50％のモミが折損被害を受けたこ

とは，今回の高尾地方の気象条件がいかに厳しい

ものであったかを物語っている。

図･2で広葉樹の中ではシラカシに被害がやや

多く見られたが，シラカシは常緑広葉樹であり雪

を捕捉しやすいためであろう。しかし落葉樹であ

るクヌギにも幹折れと幹曲がりの見られることは

注目される。

同じく広葉樹には針葉樹に多い幹折れが少な

く，逆に針葉樹には見られない枝折れの多いのが

特色である。枝折れは幹折れや，幹曲がり，根返
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図・3スギの林齢別林分の被害率

30

りに比べて林業的被害は小さい。したがって広葉

樹は針葉樹に比べて本数被害率が小さいとともに

被害の形態においても林業的被害が小さいといえ

る。

3）林齢と被害

図｡3はスギの林齢別の林分の被害率である4)。

27年生までの被害率は高いが，30年生以上の被

害率は低いことがわかる。図｡4は平均樹高（林

齢13年生から80年生の林分）に応じた林分の平

均樹高’折損部高，枝下高の関係を56豪雪時に

福井県下で調べた結果である1)。折損部高は樹高

とほぼ平行的に高くなるが，樹高が高くなるほど

幹の梢端から折損部高までの距離はやや小さくな

る傾向が見られる。それに対して枝下高の増加は

樹高の増加に比べてはるかに低い。したがって樹

高が小さな林分では折損部高は枝下高よりも低い

が’樹高が大きくなるにしたがって折損部高は枝

下高よりもはるかに高い位置になる。このことは

林齢の高い林分ほど折損被害を受けても回復の可

能性が高く，また被害時に伐採しても利用できる

部分の歩止まりが高いことを示している。図｡4

のような傾向は今回の東京都西部の被害地でも観

察的に認められたが測定できなかったので，この

点については56豪雪時の資料を使った次第であ

る。なお樹高が高くなるにしたがって折損部高も

平行的に高くなるのは，幹の折損がある太さの範

囲（7～20cm)で生じることと関係している,)。
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図・4スギの樹高，折損部高，枝下高の関係

4）スギ林分内の被害形態

今回の被害で特色的だったのは被害率は優勢木

で高く，劣勢木で低かったことである。降雪量が

少なく，風も弱かった島根県下の被害では中庸木

の被害率が高かった3)。また降雪量のきわめて大

きかった56豪雪の福井県下の被害では被害率は

優勢木で小さく，劣勢木で大きかった。このよう

に気象条件によって林分内の被害を受けやすい階

層は異なることがわかる。今回の被害から，風の

要素の強い場合には優勢木が被害を受けやすく，

林業技術No.5371986.12
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劣勢木が被害を免れやすいということがわかっ

た。

5）吉野，北山の冠雪害の特色

関西地方では関東地方に比べて降雪量，風速と

もに小さかったため，被害林分は林齢や地形の一

部に集中する傾向が見られた。吉野ではスギとヒ

ノギの，北山ではスギの20年生前後の林分に被

害が多かった。被害場所は面的広がりが小さく，

谷筋を中心に散在していた。特に急斜面の最下部

から平地の移行点付近に被害の多いのが特色的で

あった。関東の被害に比べて曲がりの比率が高か

ったが，これは林齢が若く，かつ高密度であるこ

との特色である。また折損木の折損部直径は関東

のものに比べて小さかった。

4．雪に対応した施業の検討

針葉樹は冠雪害に対して弱く，なかでもスギの

弱いことが改めて確認された。したがってその地

域の全面を針葉樹で覆うより，適所に広葉樹を配

置することが冠雪被害の軽減策となろう。斜面最

下部は冠雪害を受けやすい（気象条件が厳しくな

るほど地形の影響は小さくなるが)。また斜面最

下部は本来多くの広葉樹の適地である。それに対

して現在広葉樹の配置されている（というより残

されている）のは斜面上部や尾根筋が中心であ

る。むしろ斜面最下部には積極的に有用広葉樹を

配置したらどうであろうか。

上に広葉樹の適正配置を提案したが，このこと

は決してスギやヒノキの価値を低く見たものでは

ない。今回ほどの強度な被害ではなくともかなり

の冠雪害は多くの場所で数10年に1回は受けて

いるものと思われる。それにもかかわらず我々の

祖先から何代にもわたってスギやヒノキの造林を

引き継いできているということは，スギやヒノキ

がいかに価値を認められてきたかを改めて知らさ

れるものである。

図。3，4から判断されるように，スギは30年

生を過ぎると冠雪害を受けにくくなり，被害を受

けても林業的被害は小さくなっていく。したがっ

て冠雪害が数10年に1回はあるものとすると，

短伐期の繰り返しは得策とはいえない。できるだ

林業技術No.5371986.12

け伐期を長くして間伐収溌を重ねていくことが望

ましい。

スギの人工林では風の要素が強いと上層木（優

勢木）の，降雪量が多いと下層木（劣勢木）の，

風速と降雪量ともそれほどでない場合は中庸木の

被害率が高い傾向がある。したがってどういう林

分構造を求めていくかの答えを出すことは難し

い。このことはスギの複層林施業と冠雪害との関

係に連なる重要な問題である。今回の被害調査で

は複層林の例がなかったが，下層木の残存率の高

かったことから，強風要素の強い冠雪害では複層

林の下木の安全性は比較的高いことが推測され

る。しかし1回の降雪量が30～40cm以上の冠雪

害では複層林の下層木の被害の大きいことが認め

られている])ので多雪地帯におけるスギの複屈林

施業は慎重に検討する必要がある。

当然のことではあるが過密な林分はどのような

気象条件のときでも被害が多い。それは今回の被

害でも例外ではなかった。斜面下部で被害が多い

というのは，雪がたまりやすいことや，将棋倒し

に巻き込まれる機会が多いことのほかに，生長が

よいたあに同じ植栽間隔ならば実質的なこみ方が

激しいことが大きく利いているものと考えてよ

い。間伐の時期や程度は斜面位置をよく考えてき

め細かく行う必要がある。

（ふじもりたかお・林業試験場造林部造林節二研究

室長）
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黒川宣之

林政ジャーナリストの会｡編察行

吉野｡尾鶯林業地をみて

スギの産地として知られる鳥取県・智頭町を訪

ねたとき，樹齢の古い優良な丸太は吉野の仲買業

者に買い取られ，「吉野杉」として売り出される，

と聞いて驚いたことがある。そう語る智頭の人た

ちの口調には，みずからのブランドで売り出すこ

とのできないくやしさに混じっていくぶんの誇ら

しげなようすが感じられ，二重にびっくりしたこ

とを覚えている。

これではまるで詐欺ではないか，といささか憤

慨したものだが，その後林業地の実情を知るにつ
、

れて，この良質丸太の域外流出・有名銘柄材化け

は業界の常識となっていることがわかった。

有名銘柄材の産地は品物が足りない。それほど

名を知られていない産地の材は，有名ブランドに

化けたほうがずっと高く売れる。両者の利害がう

まく結び付いたものだが，良材が他地域に流れる

と，地元の製材工場で生産される製品の質は落

ち，産地としての評価は下がってくる。そうする

と良材はますます域外へ流失する。

こうした悪循環を断ち切り，地元産の木材に付

加価値をつけるためもあって，国内の各林業地で

は，自らのブランドで売り出いその評価を高め

る銘柄化運動に力が入れられている。その運動の

最大の目標となっているのがどうも吉野林業地の

ようで，どの産地に行っても「吉野」があこがれ

の念を込めて語られるのを聞いた。わが国林業の

いわばメッカともいえるその吉野林業地を，この

夏，林政ジャーナリストの会の現地調査に加わっ

て訪ねることができた。

先入観が強かったせいもあるのだろうが，展示

’

スギ人工林佶野）

場でお目にかかった吉野杉の最高級品はみごとの

一言に尽きた。4面に節が1つも無く，年輪力蛍同

じ間隔で細かく詰まり，木の香がにおうような柔

らかい淡紅色の肌一何十年もの歳月をかけ，多

雨・温和な風土と人間の努力が一体となって練り

上げたまさに芸術品である。

続いて訪ねた樹齢200年以上のスギの巨木が立

ち並ぶ現場も，手入れが行き届き，これこそが人

工林の摸範，とため息の出るようなすばらしさだ

った。直径11nもありそうな巨木が整然と適当な

間隔を置いて，まっすぐ空に伸びきっている。林

業の荒廃などということばとはまるで無縁の世界

だが，運搬の便が悪いため第二次大戦時の強制伐

採を免れたもので，こんな立派な森は吉野にもも

うあまり残っていない。

吉野林業は成立の経緯などからみると，吉野川

上流の吉野郡川上村，東吉野村，黒滝村の三村を

指すという。林野面積は42,000ha,ha当たりの

林業技術No.5371986.12



12

蓄積は270㎡と全国でも最高の水準だ。足利末期

の1500年ごろにはもうスギの造林が行われてい

たらしいというから，歴史は古い。

造林はha当たり7,000本から8,000本を主に3

月から4月初旬までに植える。植えてから3年ま

では年に2回，4，5年の間は年に1回下刈りを

する。刈り株は低く，苗木の根元は細いつる草ま

でていねいに刈り取る。

9～13年の間に吉野独特の「ひも打ち修理」と

称する生の下枝の切り落としと，育ちの良くない

木の伐採が行われる。14～17年に25～30％の除

伐をする。間伐は16年目ごろから始め，伐採ま

でに13回ぐらい行う。11a当たりの本数は800か

ら1,000程度になる。

スギの伐期は平均して80年前後である。｢50年

ぐらいまでのスギは，どこの産地のものも価格に

差はない。差がついてくるのはそれからだ」とい

う。伐採は樹液が流れ始め，皮がむきやすくなる

4～5月ごろ行われる。伐採した木は吉野杉特有

の淡紅色に仕上げるため，半年から1年その場に

放置し，渋抜きをする。

造林から伐採までを少々詳しく説明したが，実

際にはもっと手をかけ，なめるようにして育て

る。銘木は一朝にして成らずだ。その話を聞いて

いて，いささかとっぴな発想だが私は松阪牛を思

い浮かべた。濃厚飼料をふんだんに食べさせ，ビ

ールまで飲ませて大切に育てるという松阪牛と吉

野杉に共通する点が多いように感じられたからで

ある。

共通する第一点はどちらも価格が高く，一般の

国民には縁が薄いことである。高級牛肉の値段は

サシの入り具合で大きく動くが，銘木の価格も節

の有無や年輪の具合，色つやなどで決まる。同じ

ように念入りに手をかけても，同じ結果が出てく

るとは限らない。

牛肉は米国から市場開放を要求され，自由化し

て安い牛肉を輸入するか，高くても我慢して国産

品を守るか，論議を呼んでいる。木材はとっくに

輸入自由化されているが，安い外材に押されて林

業経営は不振を極めているため，森林から恩恵を

林業技術No.5371986.12

受けている国民の拠出を含め，いかに財政的な援

助を強化していくかが緊急の課題となっている。

どちらも国民の理解と協力なしには発展はおぼつ

かない。

ただここで守るべき対象と考えられている肉牛

とは，稲作や野菜づくりなどと組み合わせて飼育

する，いわゆる農業の複合経営の一環としての肉

牛生産のことである。草や野菜の切れ端を食べさ

せて，できるだけ安いコストで育てることが至上

命題とされている。

林業の場合も同じことがいえるのではないだろ

うか。国土を保全し，水源をかん養するためには

森林を守らなくてはならない。また，他の先進国

に比べて大きく劣っている住宅の水準を向上さ

せ，建設を促進するためには国産材をもっと活用

しなければならない。

しかし，そのための木材は決して高い吉野杉や

尾鷲ヒノキである必要はない。年収の6年分以上

を注ぎ込まないと買えないほど住宅の価格が高い

日本の場合，節の有無や色つやより1万円でも

1,000円でも価格を下げることがより必要なこと

なのだ。

吉野杉のような伝統のある銘木の生産は，もち

ろん日本の貴重な木の文化として維持していかな

ければならない。しかし，このようないわばぜい

たく品のために，水源税まで設けて援助しようと

いう人はまずいないだろう。松阪牛も吉野杉も独

力で伸びていかなければならない。どちらもそれ

が十分にできる実力と伝統を備えている｡問題は，

一般の肉牛生産農家や林業家までが，申し合わせ

たように松阪牛や吉野杉を目ざしていることだ。

高い値段で売れる優良材泰生産し，付加価値の

ある銘柄材を育てることは，商売のやり方として

はもちろん間違っていない。林業の自立・不況脱

出の方向としては当面もっとも賢明なやり方とい

える。成功した事例も全国にはかなりある。高齢

林の蓄積があるなど，その方向に進むことが可能

な産地は，銘柄化に向けて努力すべきである。

しかし，吉野杉でさえ長引く住宅不況で需要が

落ち，価格が低迷している。住宅建設は政府の甘
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集成柱の製造工場（樋原市内）

い見通しでも，21世紀へかけて年間120万戸前

後の停滞が続く。民間の予測はもっと厳しい。50

％を切った木造住宅の比率がさらに低下すること

も避けられない。節なしの銘木で家を建てること

のできる金持ちが増えることも，そう期待はでき

まい。

となると，狭い銘柄材市場で新参・古参の各銘

柄産地がしのぎを削ることになる。成功するとこ

ろが増えれば増えるほど，銘柄化のメリットは薄

れてくる。吉野杉の関係者の話にもそのことへの

危倶が強く感じられた。

銘柄材として売り込みを工夫したら，これまで

㎡当たり8万円だった木が50万円に売れたとい

った成功物語をよく聞く。その努力は見上げたも

ので，その努力に見合った創業者利益は享受して

当然だが，消費者のほうからすれば，それほど木

の品質が変わったわけではないのに，価格だけが

跳ね上がったことになる。需要はそれだけ減る。

それに木材の品質が良いとはどういうことなの

か，消費者の立場に立ってもう一度考え直してみ

る必要もあるように思う。節が無く，色つやの良

いものが本当に木材として質が良いのか。そんな

ことを基準に価格をつり上げていることが，逆に

木材の需要を減らしているのではないか。

吉野林業地には，吉野郡十三町村や森林組合，

木材協同組合がいっしょになってつくった吉野木

材振興協議会の吉野材を使ったモデルハウスや割

ばし，ふるおけ，花台などの木工製品の展示場が

ある。最近は年間8,000人ほどが訪れ，吉野材の

宣伝に一役買っているそうだ。

大
台
ヶ
原
を
歩
く
一
行

鈩霞尊瀞窪”

林業地を回って痛感するのは，良い木を育てる

ことには熱心だが，その木をどう流通させ販売す

るかということがあまり考えられていないのでは

ないかということだ。良い木をつくれば必ず売れ

るという，古き良き時代の甘い発想から抜けきれ

ていない。消費者がどんな木を好み，流通をどう

改善すれば売れ行きが伸びるか，加工・流通業者

にだけ任せておけることではない。

最近米国でアスペックというポプラ科の軽い木

材･が，加工がしやすいという理由で人気を集めて

いるという。この5月の先進国サミットを記念し

て東京に建てられたサミット･ハウスにも使われ

ている。耐久力より軽さで売れるといったことも

あるわけで，木材の質について硬直的な考え方を

取り続けていると，取り残されてしまうことにも

なりかねない。

これからの林業にとってなにより大切なこと

は，林道を整備し，機械化を図ってコストを軽減

し，広域的な協業や集団化で出荷の量をまとあ，

流通機構の改善に努めて，消費者の求める品質の

良い木材を的確に供給することである。国民の理

解と協力を得て，こうしたどこの林業地にも通用

する地道な努力を続けることが，国産材時代を開

く王道であることを，吉野の山で改めて感じた。

吉野取材を終えた一行は大台ケ原を抜け，大杉

林業技術No.5371986.12
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谷を少し下ったところにある尾鷲営林署の山小屋

に泊めてもらい，翌日は尾鷲林業を見学した。こ

ちらはヒノキが86％を占める。造林を事業的に

始めたのは18世紀中葉の宝暦・明和年間という。

生産目標を価格の高い無節の心持ち柱角材に置

き，急峻な地形を克服してその目標にもっとも適

した施業を地域ぐるみで実施している。粘りがあ

って狂いが少なく，耐久性に富んでいると評価は

高い｡吉野に習ってha当たり6,000本から10,000

本を密植し，伐期までに12回の下刈り，施肥，

4回の枝打ち，5回の間伐ときわめて集約な施業

を展開している。間伐収入で投下資本の早期回収

を図ったり，廃材を魚箱，野菜箱などに利用する

など，企業家的経営を目ざしているが，最近は間

伐材の売れ行きが振るわない。

経営面積が1,000ha近い速水林業を訪ね，当主

の速水勉さんから尾鷲林業の実際を聞いた。速水

林業ではha当たり7,000本前後植えて,80年く

らいで600本前後になるまで間伐する。下刈りは

手鎌で綿密ていねいに，枝打ちは4～6回，間伐

も7，8回とほかより手をかけ，質の向上に努め

ている。

常傭の職員，作業員合わせて約30人が年間を

通して作業をしている。林業でこれだけの雇用を

維持するのは大変なことだ。作業員の訓練には気

を配っており，全員で28種，225件の免許資格

を持っている。感心したのはha当たり50mと平

均の10倍もの高密林道網をほとんど自力で開設

していることだ。

補助を受けると，規格どおりの建設をしなけれ

ばならず費用が高くつく。予算が限られているの

で，年間の工事量にも制約がある。自力で安上が

りな設計を工夫しながら建設するほうが補助金を

もらうより結局は安くつく，と速水さんは言う。

刊行のご案内 『一ーー←一一凸ゴーd■－－＝兵一一一一一一＝ー

一

鴬

ｰ

『
－

－ －-E監三．ゞ室量－－－4====

尾購の木材乾燥施股（海山町森林組合）

良材の蓄積が多いという好条件に恵まれているか

らこそできたこととはいえ，林業を産業として自

立させようと思うなら，これくらいの創意工夫と

努力は欠かせないことといえる。

円高による外材の攻勢も加わって，経営は楽で

はない。伐採量を多少増やすなどやりくりしてい

るが，年間収支は赤字という。構造材としてのヒ

ノキの需要は無くならないが，住宅事情など考え

ると集成材などの需要拡大は必至で，いま2倍と

なっているヒノキとスギの価格差ももっと縮まっ

てくると冷静な目で見ている。この対策として，

100年から150年という超長伐期化による品質の

高度化を目ざしている。理想的には'50年くらい

が望ましいという。尾鷲のように材の蓄稜があ

り，･他と比べれば経営に余裕のあるところではそ

れも可能だろう。

尾鷲ヒノキの中心の三重県・海山町森林組合が

つくっている木材乾燥施設も見学した。8,000万

円かけて59年に完成したもので，含水率20％を

標準に乾燥させる。利用料は’㎡当たり8,000円

だが，早く確実に乾燥できるので評判は良い。乾

燥が悪いと曲がったり,ひび割れたりするので,優

良材生産のためのやむを得ない出費といえよう。

（くるかわのぶゆき・朝日新聞論説委員）

一‐色画一←●~一U■ー｡－一一 ｰ一一

森のきた道一明治から昭和へ．日本林政史のドﾗﾏ鵜総蕊手束平三郎著
A5判358頁定価2,500円（〒料300)

明治期から第二次大戦終結直後まで，各局面の展開に強烈な個性をもって没入し，政策の帰趨に深くかか
わった人物像を浮き彫りにして総体的な政策史の流れを明らかにする。彼らは現代へ向かって何を遺したの
か…･･膨大な資料を駆使して綿密な考証と巧みな語りで好評を博した本誌連戦｢物語林政史｣待望の刊行／

発行。（社)日本林業技術協会

泳業技術No.5371986.12
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櫛"猿娠馨篝膳ｮも.

木で山左支える．ウシ1。

林寛

ドブロックの発想と成果

1．発端一公団アパー|､のテラスに木造部屋を売り込ん

で

住宅・都市整備公団が，“アパートのベランダにもう

一部屋いかが”というアンケートを行っているという話

を聞いた。公団に友人がいるので，さっそく電話をかけ

た。「その一部屋をぜひ木造でお願いできないかな｡全体

がコンクリートなんだから，木が加わるのは健康的にも

情緒的にも住んでいる人に喜ばれると思うんだが……」

「そうはいかないと思うよ」友人の返答はこうであっ

た。「あれを発想したのは，セメント業界なんだ。セメ

ントの需要開発のために頭をひねった結果だよ。横から

木材業界がさらうわけにもいくまいよ。民間マンション

も規制がだいぶゆるくなってきているから，そちらをね

らったらどうだい」

よ－し，それならこちらも負けずに，今までコンクリ

ートであたりまえと思っているものを木に替えてしまう

工夫をしてみよう。これがそもそもの始まりで，ウッド

ブロックが生まれた。優秀なるスタッフのおかげで，相

当いける製品・工法に育ちつつある。ぜひ，全国的な規

模で普及させたい。熊本営林局で開発したものだが，冬

季作業対策としてウッドブロックづくりをする，さら

に，凍結時でも工事可能という点で，むしろ北の地域で

有効なものと思われる。

間伐材の利用促進のためにも，広い目で検討を加えた

うえで普及をはかっていただきたい。さらには同じよう

「私の技術ノート」を始めるにあたって
今，林業界は不況にあえぎ，その対策に追われているところ

でありますが，今後，経営環境の変化とともに林業技術の見直
し，変革が要求されていくことでしょう。ところで，林業技術

とは，本来地域的また個別的な色合いが強いものであるとよく

いわれますが，それだけに技術の普及をはかるには，相当の努

力が必要であり多面的で確実な技術の検討が重要となります。

現在，黙々として行われているこれらの取り組みを白日のもと

へ．…･。これがこの企画のねらいであります。

本棚では，新旧取り混ぜ，できるだけ多分野にわたり技術論
を展開していきたいと考えていますが，その先鞭を林氏にお願

いし，第1回は緊急の経営問題である間伐対策についての一例

を紹介いただくこととなりました。新企画「私の技術ノート」

への多くの方々の参加により，このノートが膨らんでいくこと
を願ってやみません（次回は2月号の予定です)。（編集部）

なねらいの開発を組織的に行うためにはどうすればいい

か，こんな思いで問題提起を試みたわけである。

2．発想一金具は全く使わないでスタートしたのだが

ふと思い出したのは南木曽の山である。花こう岩地

帯，時として時雨量100mmを超す集中豪雨の名所だ。

そこで15年前に実行した木製工法がどうなっているか

電話してみた。「大丈夫ですよ」その後現場の写真も届

いた。いけるかもしれない。

最初のスケッチは，次ページのA図のとおりであっ

た。金具はいっさい使っていない。T字に組んだ杭だけ

で，井桁を押さえようという設計である。自然条件のも

とでは，木よりも金属のほうが弱いという判断である。

しかし，専門家グループの手によって，現在のような形

に変えられていった。工事のしやすさとせん断抵抗を問

題にしたのである。この変更は正しかったと思われる。

ただ自家用等として土圧の少ない小規模な施工の場合は

もとの型も有効かもしれない。

木製品開発の記者会見の席上，付録的にウッドブロッ

クの話をしたところ，こちらのほうに記者の関心が集中

してしまった。この雰囲気に押されるように特許が出願

され，早速実際の工事に導入された。

新聞発表とともに，即座に作ってみたいという反応が

あった。山陽木材防腐株式会社である。ブロックの形も

ウッドプロックの施工状況

''11川11ⅡllIIilIlIⅡⅡ1111ⅡⅡIIlllⅡIlllII1Ⅱ11ⅡIIIlIIIⅢIⅡ1111Ⅱ11Ⅲ111ⅡIIIIIIIIlIⅡ11|Ⅲ川I1IIlIIlIIⅡIⅢ11ⅢⅢIIIlIIl川ⅡIⅡⅢIⅡⅡⅡ11Ⅱ11ⅢIⅡIⅢllIlIIⅢⅡ111ⅡIⅡIⅡIⅡIlIIlIIIIII川IⅡIⅡⅡ111Ⅲ11Ⅱ11ⅡIIlIlIII111IIⅡ川IIIlIlIlIIⅢⅡ111川11
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50×46の正方形のほかに，横材を長くした75×46の長5．裏込材は現地土石一施工簡単，経済的

方形(B図）のものもでき，工事の能率向上に役だって6．床掘面の角度を変えて一土圧・地形条件

いる。今年は三重県松阪森林組合でも製作・販売をはじに適した法面勾配がとれる

めており，愛媛の県森連でもこれに続こうとしている。（安定）7．布讃で施工一戦荷重が分散できる

3．成果一コンクリートブロック積の70％の経費で8．控材が長い一土圧や滑りに抵抗力大

公開とともにいろんなところから反響があった。そも9．法而に空隙多い－排水速く，滞水による

そもは，林道・治山用に考えたものだが，家屋建築の盛転倒・滑りに強い

り土留めに使いたいという話も。ブロックに隙間がある10．軟体椛造一不等沈下や地震等に伴う変形

ので花木をさせるし，コンクリート擁壁よりもはるかにがない

家屋の雰囲気が良くなるといわれるのである。華道の材施工法はごく簡単なので，図示するにとどめたい(B

料にという申し込みまであった。図)。全体の施工状況については，写真に紹介する。

本命の土木工事には,九州地域の国有林で約2,200nf,経済効果についてやや詳しいデータをあげると，別表

民有林で300m2が施工済である。ほかの地域でも三重県のとおりである。11n2当たり練コンブロック職16,581

の130nl2の実行をはじめ，四国・東北からも引き合いが円に対し,ウッドブロック秋11,382円で,5,199円31.4

きているようである。実行結果から特徴を拾うと次のよ％の経費減となっている。これは直接賛のみの比較であ

うになる。るが,管理費を計算に入れるとより有利になり40％近い

（製作）1．形状単純一だれでも製作可能，工場での数字になる。

大量生産にも適する安定計算については，ランキンの土圧計算によって算

雌工）2．軽量一扱いやすい，大量運搬できる出したところ，滑動，転倒，圧潰，張裂に対しても十分

3．積上げだけで築設一だれでも施工可能安定するという結果を得た。計算過程について関心の向

4．コンクリート不用一冬季の施工可能きは，第21回・林道研究発表論文集（林道研究会・日

正面図

(施工像準回） /雲垂莞霧型』

詞喘 函剴岸
ロ
一
一
回

⑨

旦瀝琿霊薊斗ド
ロ｡Ⅱロ 韮

ロ

》
。

ロIB1 して暁-1:）
．

、押え北大未口径0.10画
一一

施工）

(B図〕

ウッド

樫別

ウッドブロック

世路投

ブロック狽樵準歩掛り表伽｡､上刎

規格寸法数風

0.75×0-3＝0.2254.4個

0.04人

0,30人

労務涜の2％一弐

m

0.8m

菅通作栗興
一 一

小器．材費

床握
一

盤戻
[A図〕
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本林道協会刊)p.158,「ウッドブロック職の開発と施である。山陽木材防腐KKで製作しているものは防腐剤

工」（古庄陸逸）を参照されたい。を注入してあり，15～20年は大丈夫ということである。

4．論議－なぜ，いまウッドブロックなのか白木だと製作費はもっと安くなるだろうが，耐久性はど

なぜウッドブ､ロックか木製工法というのは昔から行うなるだろうか。工事を簡単にするために金具を使って

われている。珍しいものではない。最近，間伐材利用対しまったが，この部分の疲労とその影響はどうだろう

策として特に盛んになってきた。ただ，一般に行われてか（ボルト径:13mm・鉄の腐蝕は一般的には年間約

いるの臆，いわば内部資材利用型である。ウッドブロッ0.02mmといわれているが)。

クが目ざしたものは，土木資材として市場の流通システ普及拡大のために研究発表をした，しかも。。賞を

ムに乗せるということであった。すなわち，工場が大通受賞したにもかかわらず，その後の普及はゼロに近いと

生産することにより，安定した質・量を供給できるばかいうものが，一体どれくらいあるだろうか。研究発表会

りでなく，林業生産者が原木を売る－工場が買う・作のあと，一杯飲むといつもでる話である。技術者の執念

る．売る－工事請負者が買う・使う－ということと普及システムの確立で，このもつれた糸をほぐすこと

で，間伐材を大量に消費できる商品流通の流れに乗せよを模索してみたい。

うというわけである。ウッドプロックは特許申請中である。今，覚書を交わ

熊本営林局と同じような割合で，全国の国有林がこのして通産体制にあるのは，先に紹介した2社であるが，

工法を採用するだけで'0万3,00011f,他事業や民間需要これだけに限るということではないし，自分で作ってみ

を加えると’年間30万nfの間伐材利用も夢ではない，ようという向きも，ぜひご相談いただきたい。もちろ

という試算もできるのである。ん，大いにご批判．ご叱正願いたい。紙面の関係で詳し

耐久性に関する疑問ウッドブロックとその工法につい報告はできないので，筆者か熊本営林局土木課．光江

いて,いつも問題になるのは，何年もつかということで指導官にお問い合わせあれば，喜んでお答えさせていた

ある。前に述べたように検討もそこから始められた。だきたい。生み落としたウッドプロックがここまで育つ

白木のままで'5年の実績があった。それも工法としてたのは，ほとんど光江指導官とそのチームの力によって

は，主としてヒノキの割り木を簡単に組んだようなものいる。（はやしひろし.林野庁監査官）

、

経費比較表
(I)ウッドブロック積Im2当たり(3)練ブロック積内訳明細書

線ﾛｯｸ積同左ｺﾝｸﾘーﾄ基礎｜
数量|金額|数量|金額I

類．品質
法．その他

埖
位
一
個
本
人
人
％
式

棚
寸

撤顛．品関
寸法、その他

眼
位

iii価数憧

3.92

0.04

0.30

2

金紬名称 名利 岨価

1個当0,75x0.3＝0.225,ユ

|÷0.225×0.9x0.98＝392個

径0.|、

ウッドブロック

天端・基礎丸太

世垢役

普通作業員

小器材喪

床掘・埋戻

1．800 ６
０
６
０
８
《
隆

５
０
１
９
６
５

０
４
６
７
４

２

７ α28＝'80kg/cnl・

控0,35m以上

小型エ

小型Ⅲ

小型I

5CIn～l5oIII

501，～I5CI11

-鍍世掘役

プロックェ

ブロック ㎡
・
岬
耐
が
”
岬
祁
人
人

3,490

18,638

19,934

4,073

7，536

7『164

15,400

16,100

’3，490
－■－

０
０
０

０
０
０

４
４
３
５
９

叩
一
晒
一
Ⅲ

3，355

2j037

716

８
７
釧
９

－
獅
一
華
一
加
胞
加
喝

Ｉ

‐
跡
ｚ

Ｉ
ｎ
Ｕ
ｌ
０
１
１

－
叩
一
叩
一
睡
岬
岬
哩Ｉの

コンクリート

型枠工

裏込栗石

埜礎粟凋

築股

労務費の2％

計 11‘382

(2)練ブロック積

単
位
“
肺
が

側考数量

1

0．5

名称 迦価 金剛

Ｔ
郷
１
０

普通作業員 人 9,300

課ブロック禰

同 上

コンクリート基礎

計

13,527

3，054

16，581

７
８
２
０
５
１

Ｊ

〃

３
６

胴

脛I閏ブロック横の高さ2，1と
して計算 叶旧1

掘

（A1

小
床
計

12，913

0．65614

13，527

｢113 945

糠ブロック積ウッドブロック頓差額

’6,5引円-1!,382"=5.199FI(誌溌‐ﾄプ回ﾂｸ） ７２５
９３１

１
１
８
Ａ

6,IC8円/ma蝋価、z当たりおよび､熟当たり

ⅡⅡⅡ111Ⅱ11ⅡⅡⅢ11ⅡⅡ1111111Ⅱ1ⅡIII1IⅡⅡⅡ1111Ⅱ111ⅡⅡⅡllIIIlIIⅡlIlIIⅡIIIIlⅢ11Ⅱ111ⅡⅡIⅡⅡ111川ⅢlⅢ川lⅡlIIIlIIIⅡⅡⅢⅡⅡIⅡIIⅡⅡ1111Ⅲ111ⅡII1IIIlⅢ111ⅡⅢⅡⅡⅡⅡlIllIⅡⅡIⅡIⅡⅡⅡⅡIⅡ11ⅡⅡIⅡⅡIⅡ111ⅡⅢlⅡlⅢ11ⅡIⅡIⅢⅡIⅡ1ⅡⅡ
PFp--F.■.ﾛ..■旧■■■■e9
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H睦国埜圭試迩壹導機僕ゆ紹介匹匪$圧▲m⑨

30年，また，林木育種場が設立されてから約20年を経

過しているが，これまでの育種事業の流れをたどってみ

ると，昭和30年代は精英樹の選抜とそのクローン増殖

の時代，40年代は増殖した育種の材料を使用して採種

園や採穂園を造成した時代であった。そして50年代は，

その管理と育種種子・穂の生産の時代であり，60年代

こそは育種成果の期待される時代であるといえる。

2．組織（昭和61年4月1日現在）

＜最終回＞

55．岩手県林木育種場

一

０
１

'一庶務“~膿，会叶’一管理一採諏祇凧球果採祓，ク1．－
ン誕成

一調査一輔英樹の特性細遜，育種諏苗
の需給澗整,次代枕定林調査，
種子の発芽鑑定

一苗畑一樹麓生産
緑化センターの巡蝋，緑化

場長一次長一 一育種科一

1．沿革

岩手県の森林面積は120万haに及び，県土の約80%を

占めているが，この森林の活用は岩手県にとってきわめ

て重要な課題である。このため岩手県は，昭和27年に

20カ年の長期造林計画を策定し，拡大造林を強力に推

進することとし，大量の苗木が生産されるようになって

きた。昭和29年に林野庁が「精英樹選抜による育種計

画」を発表し，国有林において糖英樹の選抜が開始され

たが，本県民有林においても造林用苗木の品種系統の重

要性が叫ばれ，昭和30年には「山の宝を探そう」とい

うスローガンの下に広く一般に呼びかけて精英樹候補木

選出の懸賞募集を始めた。

昭和32年には県林業試験場と県営苗畑においてクロ

ーンの増殖に着手し，謎成した苗木は林業試験場苗畑お

よび県有林地内に築植したり採種穂園を造成した力蛍，将

来これらを総括して運営する必要から昭和38年に原種

苗畑として江刺市に5311aの用地を確保し本格的な採種

園，採穂園の造成を開始した。

その後，施設の整備がほぼ終了した昭和43年に原種

苗畑を解消し，独立した機関として岩手県林木育種場を

創設し，昭和49年に第25回全国植樹祭が本県で開催さ

れた際に，当場がお手まき行事の会場となり，さらに，

昭和58年には岩手県立緑化センターを当場に併設して

現在に至っている。

このように，本県で林木育種事業が始められてから約

林業技術No.5371986.12

一緑化相談科一技術の啓蒙普及

『稲瀬，小山苗畑：胆沢郡胆沢町小山，侍浜本場：江刺市稲瀬，小山苗畑：胆沢郡胆沢町小山，侍浜

採種園：久慈市侍浜町堀切，六原採種穂園：胆沢郡金ヶ

崎町六原

3．施設

（1）敷地(116.461,a)

①本場61.391,a(建物敷，防風林,道路数ほか20.62

ha,採種穂園35.94ha,緑化センター4.73ha),②小山

苗畑11.70ha(苗畑および建物敷11.7011a,採種穂園

1.30ha),③侍浜採種園8.601,a(建物敵等1.4011a,採

種園7.20ha),④六原採種穂園34.7711a(建物敷・防風

林等8.67ha,採種穂園26.1011a)。

（2）建物（42棟3,249nl')

①本場21棟2,105nf(庁舎269II13,林業展示館540

n12,緑化木流通施設194nl3,その他18"1,1021n2),@

小山苗畑14棟7401112(事務所331112,宿泊施設1071IF,

倉庫ほか12棟60011'2),③侍浜採種園4棟2131n2(事

務所39m2,倉庫137111z,その他2棟371112),④六原採種

穂園（労務者休憩所兼倉庫3棟1911112)。

4．業務の内容

当場の経常的業務は(1)林木育種事業，(2)苗畑事業，（3）

緑化業務である。

(1)林木育種事業



採種園の状況

本県の拡大造林を阻害している要因として，スギの寒

風害凍害，冠雪害，スギカミキリおよびアカネトラカ

ミキリの食害，アカマツのザイセンチュウ病，マツのハ

フルイ病，カラマツの先枯病，ヒノキの漏脂病等があげ

られるが，これらの中でも特に重要なのは，スギの寒風

害と凍害である。このため，昭和45年から開始された

気象害抵抗性育種事業では,寒風害抵抗性候補木187本，

凍害抵抗性候補木41本を選抜し，これらのクローンを

寒害激害地に植栽したり，室内での凍結実験によって，

より強い抵抗性をもつ個体の選別を重点的に行ってきて

いる。

現在，実施している事業の概要は次のとおりである。

①精英樹の保有数(他県からの導入分を含む)，316ク

ローン，18,232本（スギ117クローン，アカマツ84ク

ローン，カラマツ115クローン）

②抵抗性個体の選抜と保有数（他機関からの導入分を

含む）301クローン，5,964本（スギ耐寒風185,スギ

耐凍38,スギ冠雪害16,ヒノキ漏脂病57,カラマツ優

良材質5）

③採種園の管理と種子の生産：採種園面溌59.3811a

(スギ30.76ha,アカマツ16.9411a,カラマツ11.241)a,

ヒノキ1.1411a),種子の61年度生産予定515kg(スギ

450kg,アカマツ60kg,カラマツ5kg)

④採穂園の管理と穂木の生産：採穂園面積13.9011a

（スギ11.60ha,カラマツ0.09ha,クローン築植2.21

ha),穂木の61年度生産予定25万本

⑤次代校定林数53(スギ39,アカマツ13,カラマツ1)

(2)苗畑事業

近年，苗木の生産量は造林面積の減少により低下して

きているが，小山苗畑において鞘英樹や各種抵抗性クロ

ーンからのさし穂を使用してスギのさし木苗を生産して
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いる。

スギのさし木苗謎成は，岩手県のような寒冷地では困

難とされていたが，当場では発根性の良いクローンを選

び，瀧水に便利な水田式さし木床にさしつけ，1年目に

発根，2年目の床替によって実生3年生苗木に劣らぬ苗

木を生産しており，得苗率は80～90％である。

なお,採穂台木は衞台円筒型仕立てにしており，61年

度は約25万本採穂している。

(3)緑化業務

緑に包まれた潤いのある住み良い郷土づくりを進める

ための拠点として昭和58年4月に当場に併設された緑

化センターがこの業務を担当している。

緑化木見本園（約180種，3,700本栽植)，見本庭園

(15種)，郷土樹木園，生垣見本園（21種)，薬草園およ

び研修苗畑等の施設を活用しながら緑化相談や緑化講習

会を開催し，緑化に関する知識や技術の普及活動を実施

している。

5．成果の普及と今後の課題

昭和30年に開始された本県の林木育種事業の当初の

目的は，造林に必要なすべての苗木をこの事業によって

作り出された優れた育種苗で賄い，森林資源を質量とも

に充実させることであった。この目的は，スギにおいて

は58年に，アカマツは59年から育種種子の需要の100

％供給が可能となり達成されたが，カラマツは結実が不

良であり，結実促進の努力を継続中である。

岩手県民有林の造林は，昭和60年現在で民有林面積

のほぼ41％に相当する324,48011aの人工林が造成され

たが，近年マツノザイセンチュウ病やスギカミキリ等の

新たな森林病害虫や寒害・雪害等の気象災害が多発化傾

向にあって，これらの被害に対し育種的対応が強く求め

られてきている。

スギの寒害抵抗性育種については，これまでの選抜と

検定の繰り返しから寒さに強いクローンを確定し，耐寒

性スギ苗木の蹴産体制に移行しつつあるが，ここ数年急

速に拡大してきたマツクイムシの被害に対しては，マツ

ノザイセンチュウ抵抗性家系の検定と抵抗性育種種子の

供給を急がなければならない。

（岩手県林木育種場長・照井隆一）

会員から帯せられた要望をもとに，地域林業・林産業の振
興,推進に大きな役割を果たしている都道府県の林業試験･指導

機関の活動状況を紹介してきました本シリーズも最終回を迎え
ました。ご協力をいただいた各機関に厚く御礼申しあげます。

林業・林産業は厳しい困難な渦中にありますが，しょく光を

見い出すよういっそうのご活踊をお願い申しあげます。

林業技術No.5371986.12
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全国広葉樹《試験林･見本林》の概況

樹

ケヤキ

種

ケヤキ，ミズキほか

4種類

ミズキ

コナラ

Ⅳ、都道府県(その2）

広葉樹試験林

名称・面積(ha)・場所・股定年月目的現況・データ・鱈理機関〕

斜面位世別肥培試験（林業用化広葉樹への適正施肥通を把握す現況：斜面上部では施肥量の増加に伴い，

成肥料使用)･0.12・玉造郡岩るため，斜面位腫別に基準量．生長量が増大しているが,下部では

出山町・昭57.5倍避施肥を実施し，斜面位置や基準量が最高となっている

地形にあわせた施肥量を求める蓄満データ：林業試験場業務報告第'6～

19号（昭57～6の

〔宮城県林業試験場造林経営部育林科〕

緩効性肥料施肥効果効果試験適地より地位の低い林分におい現況：生育良好林分と2生屋mの差がみら

（コーティング肥料使用)・0.10て，化成肥料より溶出期間の長れた林分であったが，昭59調査時に

・玉造郡岩出山町・昭58.5い緩効性肥料を用いその肥培効はほぽ同等の生育状況となってお

果をみるり，今後の肥効を考えれば十分な状

況となっている

蕃職データ：林業試験場業務報告第16～18号（昭57～59）

〔〃〕

植栽密度試験・各樹種0.1・黒広莱樹の植栽密度は，針莱樹の宮城県林業試験場成果報告第2号

川郡大和町・昭53.6例を用いることが多く，広葉樹「広葉樹密度別山地植栽試験（中間報告)」

の樹型や材の利ﾊ1形態に合った（昭60),ミズキの造林(山林，昭60),宮城

育成方法を行うための密度につ県におけるミズキ林の現状と問題点（森林
、

いて松討すると肥培，昭61）〔〃〕

肥料種類別肥培試験・0.15･玉同一林地において，鰻も効果的現況：林業用化成肥料区での生長が優れ，

造郡鳴子町・昭58.7な肥培方法を検討するIBDU無施肥両区は1生長期の遅れ

となっている

蓄毅データ：林業試験場業務報告第16～18号（昭57～59）

宮城県におけるミズキ林の現状と問題点（森林と肥培昭61）

〔〃〕

間伐試験・0.12・玉造郡鳴子町9年生林分を3密庇に調整し，現況:1,500,2,"0,2,500本/haと比較的

昭57.7その後の生長経過を調査し，密低密度仕立てのためか，顕著な生育

度管理資料を得る差はない

蓄裁データ：鳴子地方におけるミズキ人工株について(日林東北No.35,1983)

林業試験場業務報告第16～18号（昭壷～59）

〔〃〕

天然下種更新．0.1．栗原郡花人工林造成に代わる更新方法の現況：地床処理を5段階にわけ，調査。現

山村．昭57.10確立を図る在の雅樹は4.0～64.0cmの範囲に
ある

蓄蔽データ：天然生ミズキ幼齢林の生長について（日林東北No.36,1984)
林業試験場業務報告第'6～18号（昭57～59)

こけしの原木（現代林業，昭6の〔〃〕

きのこ原木生産実験林（萌芽更萌芽勢と萌芽整理についての検現況：伐採後3年目で1株当たり平均萌

新)・0.16・由利郡鳥海町．（昭討芽数12.0本，平均萌芽長120cm,平
57.11調迩・58.7伐採）均萌芽径10mnlとなっている

植栽密度試験・各樹種0.1・黒

川郡大和町・昭53.6

、

天然下種更新・0．1・栗原郡花

山村・昭57.10

林業技術No|.5371986．12
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樹種名称・面識､(ha)・場所・設定年月目的現況・データ．〔管理機関〕

萌芽盤理については，本年度以降実施予定

データ：林業センター業務報告（昭58,59年度）

鰍田県林業センター研究部育林科〕

ﾄラきのこ原木生産実験林（萌芽・萌芽，不足本数の補植による純現況：伐採後3年目で萌芽株ha当たり

補植更新)･0.16・仙北郡西木林化の校討956株,1株当たり平均萌芽数10本

村．（昭57.11調査・伐採）となっており，萌芽整理については
本年度以降実施予定

補植は昭和59,60年4月にha当た

り平均1,500本植栽した

データ；林業センター業務報告(昭58,59年

度）

〔〃〕

ﾄラきのこ原木生産実験林（萌芽・萌芽，天然下種，不足本数の補現況：伐採後3年目で,萌芽株ha当たり

天然下種・補植更纐・0.15･植による純林化の検討400株,1株当たり平均萌芽数10*
能代市・(昭57.9調査・57.11伐となっているが，萌芽整理について
採）は本年度以降実施予定。また，天然

下種苗はha当たり平均10,400本生

立し補植は昭和59,60年4月にha

当たり1,900木植栽した

データ：林業センター業務報告(昭58,59年

度）

〔〃〕

ﾄラきのこ原木生産実験林(除伐)・混生樹およびコナラ不良木の除現況：萌芽7年生の林分を除伐後，3年目
0.16･山木郡峰浜村．（昭57.4伐による林相改良の検討であるが>ha当たり立木本数4,000
調査・57.6除伐）本とし試験区ごとにコナラの割合を

75,60,50%と変えて，調査・測定

を行っている

データ：林業センター業務報告(昭58,59年

度）〔〃〕

ﾅラきのこ原木生産実験林(1)（本数本数密度ha当たり6,500*,現況：整理伐後3年目で，
密度調整6年生)･0.16・雄勝5,000本,3,500木それぞれの密6,500mk/ha区の平均胸高直径4.3cm
郡羽後町．（昭58.5調査・整理度効果の検討5,000zk/ha区の平均胸高直径4.3cm
伐)3,500本/ha区の平均胸高直径5.3cm

対照区の平均胸商直径4.0cmとなっ

ている

データ：林難センター業務報告(昭58,59年

度）〔〃〕

ﾅラきのこ原木生産実験林(2)（本数本数密度ha当たり3,000zk,現況：整理伐後3年目で
密度調整10年生)･0.11・雄勝1,500本それぞれの職度効果の3,000本/ha区の平均胸高直径7.1cm

郡雄勝町．（昭57.4調査・57.7検討1,500Zk/ha区の平均胸筒直径78cm

整理伐）対照区の平均胸高直径4.9cmとなっ
ている

データ：林業センター業務報告(昭58,59年

皮）

〔〃〕

ヌエンジユ特用樹原木生産実験林･0.34．各樹租の適地，成長特性，蝿囎現況；各樹菰の大苗（苗長1.0m以上）
'､ダ雄勝郡羽後町・昭56.5植栽密度効果等について検肘を植栽密艇6,000*/haで,7試験区

チダモ （1試験区500m2)に植栽し,下刈り

ｵノキを行った。澗査，測定を継続中

ﾔキデータ：特になし

ｿノキ〔秋田県林政課森林計画・林業センター
研究部育林科・農林事務所林務課〕

コナラ

コナラ

混生樹およびコナラ不良木の除

伐による林相改良の校討

コナラ

本数密度ha当たり6,500本，

5,000本,3,500木それぞれの密

K〔効果の検討

コナラ

コナラ

イヌエンジュ

キハダ

ヤチダモ

ホオノキ

ケヤキ

センノキ

林業技術No.5371986.12
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樹種｜名称･面積(ha)･場所･股定年月｜目
ホオノキ特用樹原木生産実験林。O.16･同上

イヌエンジュ仙北郡田沢湖町・昭56.5植栽
キハダ

ヤチダモ

的 現況・データ・〔管理機関〕

現況：各樹種の大苗（苗長1.0m以上）

を植栽密度6,000本/haで>4試験区

(1試験区約400m2)に植栽し，下刈

りを行った。調査，測定を継続中

データ：特になし

〔〃〕

11i形林試成果按討会賓料（昭6のブナ

ミズナラ

コナラ

コナラ

コナラ

ケヤキ

イヌエンジュ

キハダ

立木密度，肥培試験広河原試験

地．0.32・山形県西髄賜郡飯挫

町広河原・昭57.10

立木密度，肥培試験大沼試験地

･0.52・山形県西村山郡西川町

沼山大沼・昭57.10

立木密度，肥培試験中川試験地

･0.18・山形県南陽市中川・昭
57．10

立木密度，肥培試験芦沼田試験

地．0.60･山形県西村山郡西川
町沼山芦沼田・昭58.10

萌芽更新試験典室川試験地

･0.16･山形県股上郡典室川町
関沢・昭58.10

植栽密度，肥培試験大沼試験地

・0.40・山形県西村1.11郡西川町
沼山大沼・昭59.10

植栽密度，肥塘試験大沼試験地

・0.40・山形県西村山郡西川町
沼山大沼・昭59.10

植栽密度，肥培試験大沼試験地

･0.35・山形県西村山郡西川町
沼山大沼・59.10

林業技術No.5371986．12

萌芽によって成立したブナ二次

林（股定時1O～15年生）の立

木密度を3水準(25,000*/ha,

15D000本/ha,無澗整),施肥を

2水準(Nm50～l00kg/ha,

側弛肥）に設定し，成長経過を

追跡する

萌芽によって成立したミズナラ

ニ次林（殺定時35年生）に立木

密度を2水準(1,000*/ha,

500*/ha),施肥を2水準(N

"10Okg/ha,無施肥）に設定

し，成長経過を追跡する

萌芽によって成立したコナラニ

次林（設定時30年生）に立木密

度を3水準(20%伐採区,40%

伐採区，無伐採区)，施肥を2

水準(Nm100kg/ha,無施肥）

に設定し成長経過を追跡する

萌芽によって成立したコナラニ

次林（股定時20'年生）に立木密

度を2水準(50%伐採区，無伐

採区)，施肥を2水準(N量100

kg/ha,無施肥）に股定し，成

長経過を追跡する

コナラ30|年生林分を皆伐し，施

肥を2水準(Nm50kg/11a,

無施肥）に設定し，萌芽枝の発

生状況，成長経過を追跡する

植栽密皮を3水準(4,000*/

ha,6,000*/ha,8,000*/ha)

施肥を2水蛎(Nm:50kg/ha,

無施肥）に設定し成長経過を追

跡する

植栽密度を3水準(4,ooo*/

ha,6,000*/ho,8,000*/ha),

施肥を2水準(Nm10Okg/ha,

無施肥）に設定し，成長経過を

追跡する

同上

同上

同上

同上

|同上

同上

植栽密度を3水準(1,500本／同上

ha,3,000*/ha,6,000*/ha),

施肥を2水準(Nm100kg/ha,

無施肥）に股定し，成長経過を

追跡する

〔山形県林業試験場造林部〕

〔〃〕

〔〃〕

〔〃〕

〔〃〕

〔〃〕

〔〃〕

〔〃〕



樹種｜名称･面積(ha)･場所･設定年月
ﾎオノキ植栽密度，肥培試験大沼試験地

･0.30・山形県西村山郡西川町

沼山大沼・昭|60.10

ケヤキ

ミズキ

ホウノキ

ウルシ

シラカンバ

コナラ

コナラ

植栽密度試験･0.20･郡山市安

職町成田字西脇坂福島県林業試

験場柵内・昭59.4

械栽密度試験o0.30・郡山市安

職町成、字西脇坂福島県林業試

験場柵内・昭60.4

植栽密度試験・0.20･郡山市安

職町成、字西脇坂禰島県林業試

験場椛内・昭60．4

植戦裕度試験･0.10・郡山市安

職町成田字西脇坂福烏県林業試

験場柵内・昭51.4

シラカンパ造林試験･1.00･双

漿郡川内村大字下川内字鍋倉，

福島県林業試験場川内試験林・

昭38.4

特川原木林の育成技術に関する

総合研究（天然生林施業改善技

術)･0."・芳賀郡茂木町大字

飯・昭59.1

1特用原木林の育成技術に関する

|総合研究噺規人工林造成技術）
･0｡15・今市市塩野室

目 的

値栽密度を3水準(2,000本／

ha,4,000本/ha,6,000本/ha),

施肥を2水準(N"l00kg/ha,

無施肥）に設定し成長経過を追

跡する

現況・データ・〔管理機関〕

設定当年につき蓄稜データなし
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〔〃〕

植栽密度別に植栽し，生育状福島県林業試験場報告No.17

況，形質等の逮いを明らかにす

る噸烏県林業試験場経営部〕

｜同上同上

〔〃〕

同上 同上

〔〃〕

|同上 同_1

〔〃〕

未発表・資料有

〔"〕｜

きのこ原木生産における林分密ｺﾅﾗを主林木とした天然林(10年生)の｜
度の影響を量的・質的な面から毎木調識を密度ごとに継続実施中である
明らかにして，天然生林の施業

改善技術の改善を図る〔栃木県林業センター経営部〕

きのこ原木林における適正な植コナラ植栽苗木の植栽密度ごとの生長を継

栽密度を知るため，植栽密度試続測定中である

験を行い，育林技術の体系化を

図る‘－~-~一.全"~~墜墜一.“〔〃〕

広葉樹見本林

樹種｜名称･面穣(ha)･場所･設定年月
シラカンバ 樹木見本圃･0｡85･栗原郡花山

トチノキ村・昭38

ケヤキ

イヌエンジュ

キリ

銀プラ

見本林･0.22･郡山市安獄町成

田字西島坂・福島県林業試験場

構内・昭51

キリ展示林。0.22．同上・昭51

イタリーポプラ見本林．o,1o・

双葉郡川内村大字下川内字鍋倉

･福蝿県林業試験場川内試験林

昭33

’ 目 的

指導林としての展示用

現況・データ・〔管理機関〕

シラカンバ，ケヤキは良好な生長を示して

いるが，トチノキは疎林状を呈している

蓄秋データ

「一櫓山県有林造成30周年記念誌」
（昭59.1の

〔宮城県水産林業部森林造成課〕

イヌエンジュの人工植栽によるなし

生育状況の展示

〔福島県林業試験場育林部〕

会津掴優良品種系読の鰻示｜癒し

ｲﾀ'一霧プﾗ'・恭塵改良鎖|未発輩盗料あ，プラの展示

〔〃林産部〕

〔〃経営部〕

林業技術No.5371986.12
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上
も
筏
師
が
い
た
の
で
あ
る
。

き
ぬ
し

組
合
は
木
主
（
山
林
家
ま
た
は
仲
買
人
）
か
ら
、
材
木

を
石
に
つ
き
い
く
ら
で
請
負
を
す
る
。
そ
の
運
送
賃
は
木

の
種
類
に
も
よ
る
が
、
な
に
よ
り
も
距
離
に
よ
っ
て
大
き

く
上
下
し
た
。
た
と
え
ば
本
宮
か
ら
新
宮
ま
で
の
十
里
は

一
日
で
下
る
が
、
熊
野
川
に
お
け
る
い
ち
ば
ん
奥
の
発
筏

か
わ
み
ち

地
の
辻
堂
（
奈
良
県
大
塔
村
）
か
ら
だ
と
、
川
道
約
三
十

じ
ょ
う
す
い

里
、
常
水
（
普
通
の
水
量
）
で
下
っ
て
、
三
十
数
時
間
つ

ま
り
四
日
が
か
り
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
途
中
で
泊
ま
っ
た

り
、
別
の
人
に
乗
り
継
い
だ
り
も
し
た
。
い
つ
ぽ
う
筏
を

組
む
仕
事
も
あ
り
、
ま
た
水
の
少
な
い
奥
地
で
は
川
の
岩

な
ど
除
い
た
り
も
す
る
か
ら
、
組
合
全
体
の
共
同
作
業
と

な
っ
た
の
だ
。

b望

(画・筆者）

さ
て
、
私
ど
も
の
乗
っ
た
筏
は
、
華
や
か
に
に
ぎ
わ
い

な
が
ら
下
る
の
で
あ
る
。
奥
乗
り
は
渓
谷
だ
か
ら
難
所
が

多
か
っ
た
そ
う
だ
が
、
こ
の
あ
た
り
は
川
幅
も
広
く
、
お

お
む
ね
流
れ
も
ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
る
。
と
き
ど
き
急
流

ひ
主
つ

に
乗
り
込
ん
で
行
く
と
き
だ
け
、
筏
は
水
に
沈
ん
で
飛
沫

が
上
が
る
。
あ
る
い
は
曲
が
り
の
岩
に
ぶ
ち
当
た
っ
て
激

し
く
揺
れ
る
。
そ
の
ス
リ
ル
に
興
奮
し
て
ま
た
い
っ
せ
い

に
ど
よ
め
く
の
で
あ
る
。
曇
っ
た
空
か
ら
、
と
き
ど
き
細

い
雨
が
降
り
か
か
っ
た
。
私
は
持
参
の
か
つ
ば
を
隣
の
若

い
大
柄
な
娘
に
貸
し
て
や
り
、
自
分
は
傘
を
広
げ
た
。
傘

を
差
し
て
も
立
っ
て
い
ら
れ
る
の
だ
。
た
だ
水
し
ぶ
き
の

た
め
に
足
も
と
の
ぬ
れ
る
の
は
し
か
た
な
か
っ
た
。

川
に
沿
っ
た
国
道
一
六
八
号
線
で
は
、
と
き
な
ら
ぬ
筏

を
見
よ
う
と
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
車
が
止
ま
っ
た
。
ま
た
熊
野

し
た
り

川
町
の
役
場
の
あ
る
日
足
で
は
、
町
長
も
手
を
振
り
な
が

ら
、
「
熊
野
川
、
が
ん
ば
れ
よ
う
ノ
．
」
と
叫
ん
で
い
る
。

「
熊
野
川
」
と
白
地
に
文
字
を
染
め
抜
い
た
職
に
は
、

じ
つ
は
一
つ
の
願
い
も
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
文
章
で
も
「
熊
野
川
」
と
し
て
き
た
が
、
新
宮
の

川
口
で
は
「
一
級
河
川
・
新
宮
川
」
と
い
う
大
き
な
看
板

が
立
っ
て
い
る
。
古
来
よ
り
熊
野
川
と
呼
ば
れ
て
き
た
も

●
●
●

の
が
、
建
設
省
の
登
記
名
は
い
つ
の
ま
に
か
新
宮
川
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
る
時
期
に
た
ぶ
ん
新
宮
の
政
治

家
が
作
為
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
そ
の
意
図
は
い
ろ
い
ろ
推

測
す
る
し
か
な
い
。
と
も
あ
れ
役
所
関
係
の
文
書
は
熊
野

川
で
は
通
ら
な
い
し
、
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
や
、
ま
た
学
校

の
教
科
書
で
も
新
宮
川
の
ほ
う
が
増
え
つ
つ
あ
る
。
特
に

●
●
●

若
い
人
々
の
間
で
は
、
新
宮
川
に
な
ん
の
疑
い
も
感
じ
な

い
人
々
が
多
く
な
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
な
お
国
土
地
理

ノ

〆

院
の
地
図
で
は
今
も
熊
野
川
で
あ
る
。

人
の
名
前
は
個
人
の
来
歴
と
人
格
を
表
し
て
い
る
よ
う

に
、
山
や
川
の
名
称
も
ま
た
住
民
の
生
活
と
歴
史
の
表
現

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
新
宮
川
と
す
る
こ
と
は
、
筏

師
を
は
じ
め
熊
野
川
に
か
か
わ
っ
て
き
た
人
生
を
否
定
す

る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
第
一
、
熊
野
川
町
だ
っ
て
新
宮
川

町
と
改
名
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
は
な
い
か
。
川
の
名
称
を

本
来
の
「
熊
野
川
」
に
回
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
こ
と
を
熊
野
川
町
を
は
じ
め
流
域
の
住
民
が
自
覚
し
、

ま
た
新
宮
市
の
人
々
に
も
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

幟
を
川
風
に
は
た
め
か
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

胴
ま
で
の
長
靴
を
は
い
て
川
に
入
り
、
長
い
釣
竿
で
も

っ
て
鮎
を
か
け
る
人
々
の
姿
に
も
出
会
う
。
「
か
か
る
か

ぁ
」
と
、
先
床
で
棹
を
使
い
な
が
ら
、
中
森
叡
さ
ん
が
尋

ね
る
。
「
か
か
る
、
か
か
る
」
と
長
靴
の
男
の
調
子
の
よ

い
声
が
返
っ
て
く
る
。
「
今
年
は
小
さ
い
や
ろ
」
と
中
森

さ
ん
。
「
う
ん
、
小
さ
い
わ
、
な
ん
で
や
る
」
と
釣
人
も

言
う
。
川
に
生
き
る
人
々
は
、
ず
っ
と
昔
か
ら
こ
の
よ
う

に
明
る
く
て
単
純
な
声
を
掛
け
合
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

い
ち
ば
ん
年
長
の
筏
師
・
鳥
居
政
量
さ
ん
は
、
川
と
そ

の
両
岸
を
懐
か
し
そ
う
に
指
さ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
名
称

を
教
え
て
く
れ
る
。

ぺ
ん
け
い
ち
か
ら
い
し

弁
慶
の
力
石
、
こ
れ
は
川
の
左
手
の
崖
の
上
に
大
き
な

丸
い
石
が
乗
つ
か
っ
て
い
る
も
の
。
弁
慶
の
よ
う
な
力
持

ち
が
担
い
で
上
げ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
少
し
下
流
の
獅

子
岩
は
、
な
る
ほ
ど
獅
子
が
座
っ
て
い
る
み
た
い
だ
。

ま
た
右
手
に
大
ツ
ビ
石
、
左
手
に
大
マ
ラ
石
と
い
う
石

が
川
を
は
さ
ん
で
向
か
い
合
っ
て
い
た
。
ツ
ピ
と
マ
ラ
に

つ
い
て
は
、
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

林業技術No.5371986．12
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し
た
き

昨
年
の
八
月
、
私
は
四
滝
（
和
歌
山
県
熊
野
川
町
）
を

訪
れ
た
。
そ
こ
は
昭
和
十
六
、
七
年
ご
ろ
、
ま
だ
小
学
校

へ
あ
が
る
前
の
私
が
両
親
と
と
も
に
住
ん
で
い
た
所
で
あ

る
。
四
滝
谷
で
焼
い
た
炭
は
、
娠
雌
順
（
熊
野
川
支
流
）

だ
ん
ぺ
い

の
川
原
で
団
平
と
呼
ば
れ
る
川
船
に
積
ん
で
川
口
の
町
、

し
ん
ぐ
う
い
か
誼

新
宮
ま
で
運
ん
だ
こ
と
、
ま
た
同
時
に
筏
も
下
っ
て
い
た

光
景
は
本
誌
五
二
三
’
五
二
五
号
に
す
で
に
書
い
た
。

と
こ
ろ
で
幼
少
の
こ
ろ
眺
め
る
だ
け
だ
っ
た
熊
野
川
の

筏
に
、
私
は
今
年
に
な
っ
て
二
回
も
乗
る
機
会
を
得
た
の

こ
つ
か
む
く
ろ

で
あ
る
。
一
回
目
は
五
月
で
、
小
津
荷
か
ら
椋
呂
（
と
も

ぼ
ん
ぐ
う
お
と

に
和
歌
山
県
本
宮
町
）
ま
で
、
ま
た
二
回
目
は
九
月
、
音

が
わ川
（
熊
野
川
町
）
か
ら
新
宮
ま
で
だ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
現
在
の
熊
野
川
に
は
木
材
を
流
送
す
る
本
来

の
筏
は
な
い
。
た
だ
北
山
川
の
ほ
う
で
は
穗
瀧
ｌ
鐸
艤
間

（
と
も
に
和
歌
山
県
北
山
村
）
に
観
光
用
筏
と
し
て
復
活

し
て
い
る
。
そ
し
て
本
流
の
十
津
川
筋
で
も
今
年
に
な
っ

て
、
吉
野
熊
野
国
立
公
園
指
定
五
十
周
年
を
記
念
す
る
行

事
の
一
つ
と
し
て
、
特
別
に
筏
を
下
し
た
。
こ
こ
で
紹
介

す
る
の
は
、
二
回
目
、
九
月
二
十
日
の
模
様
で
あ
る
。

午
前
六
時
半
、
私
は
音
川
の
川
原
へ
行
っ
て
み
た
。
そ

こ
は
幼
年
時
代
を
過
ご
し
た
四
滝
か
ら
数
百
メ
ー
ト
ル
下

山
峡
の
譜

熊
野
川
ｌ
筏
下
り
の
話
出

流
で
あ
る
。
川
原
に
は
す
で
に
関
係
者
十
数
名
が
集
ま
っ

て
い
た
。
観
光
課
の
職
員
を
は
じ
め
、
林
業
家
や
農
業
や

ホ
テ
ル
経
営
者
な
ど
村
お
こ
し
運
動
を
し
て
い
る
人
々

で
、
な
か
に
は
若
い
女
性
の
姿
も
見
え
る
。
筏
を
操
作
す

と
り
い
ま
さ
か
ず
み
や
も
ど

る
の
は
地
元
、
本
宮
町
の
鳥
居
政
量
（
七
十
二
）
・
宮
本

ぜ
い
き
ち
な
か
も
り
さ
と
し

晴
吉
（
六
十
七
）
・
中
森
叡
（
六
十
七
）
の
諸
氏
、
彼
ら

は
若
い
こ
ろ
か
ら
の
筏
師
た
ち
で
あ
る
。

筏
は
前
日
に
ト
ラ
ッ
ク
で
材
木
を
運
ん
で
組
ん
だ
も
の

だ
と
い
う
。
そ
こ
に
「
熊
野
川
」
「
熊
野
本
宮
大
社
」

ゆ
み
ね
か
わ
ゆ
わ
た
ら
せ

「
湯
の
峯
温
泉
」
「
川
湯
温
泉
」
『
渡
瀬
温
泉
」
な
ど
と

の
ぼ
り

染
め
抜
い
た
数
流
の
幟
も
立
て
た
。
筏
に
乗
る
総
勢
十
数

名
も
、
色
と
り
ど
り
の
ア
ノ
ラ
ッ
ク
を
着
た
り
、
阪
神
タ

イ
ガ
ー
ス
の
野
球
帽
を
か
ぶ
っ
た
り
し
て
、
現
代
風
に
華

や
い
で
い
た
。

さ
お

七
時
、
筏
は
綱
を
解
き
、
棹
で
突
っ
ぱ
っ
て
乗
り
出
し

た
。
あ
と
は
流
れ
に
身
を
任
す
ば
か
り
、
と
い
う
の
は
な

に
も
せ
ず
に
乗
っ
て
い
る
私
ど
も
の
こ
と
で
、
筏
師
た
ち

か
い

は
棹
と
權
を
巧
み
に
使
っ
て
、
浅
瀬
に
乗
り
上
げ
な
い
よ

う
、
ま
た
岩
を
避
け
、
あ
る
い
は
筏
の
機
倒
し
を
防
ぎ
な

が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
操
作
を
行
う
の
で
あ
る
。

水
は
淡
い
黄
色
味
を
お
び
て
い
る
。
こ
れ
は
昨
夜
来
の

宇
江
敏

勝

雨
の
せ
い
で
は
な
く
、
上
流
の
小
森
ダ
ム
の
濁
り
だ
。
北

ど
ろ
は
っ
ち
よ
う

山
川
で
は
瀞
八
丁
の
渓
谷
に
通
う
観
光
用
ジ
ェ
ッ
ト
船
の

た
め
に
定
量
の
放
水
を
行
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
筏
を
下

す
の
に
も
、
ち
ょ
う
ど
こ
ろ
あ
い
の
水
だ
と
筏
師
た
ち
は

話
し
合
っ
て
い
る
。
水
の
加
減
こ
そ
彼
ら
に
と
っ
て
は
い

ち
ば
ん
の
関
心
事
な
の
だ
。

筏
の
構
造
は
と
い
え
ば
、
ま
ず
長
さ
一
職
・
平
均
直
径

六
寸
の
丸
太
を
六
本
ば
か
り
職
に
並
べ
て
、
ワ
イ
ヤ
ー
を

か
ん

延
ば
し
銑
と
い
う
Ｕ
状
の
金
具
を
打
ち
込
ん
で
固
め
て
い

ひ
と
と
こ

る
。
そ
れ
を
一
床
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
床
を
縦
に
九
つ

ひ
と
ば
ば

連
結
し
た
の
が
一
幅
の
大
き
さ
で
あ
る
。
先
床
に
は
梶
棒

も
つ
け
て
、
二
番
床
に
い
て
、
左
右
に
操
っ
て
方
向
を
定

め
る
よ
う
に
も
で
き
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
熊
野
川
で
も
北
山
川
に
比
べ
て
本
流
の
十
津

川
方
面
の
筏
は
実
際
は
も
っ
と
大
き
か
っ
た
と
い
う
。
標

準
で
十
二
床
、
全
長
二
十
四
間
、
材
積
は
約
七
十
石
と
中

お
く
の

型
ト
ラ
ッ
ク
十
台
分
く
ら
い
だ
っ
た
。
そ
れ
も
奥
乗
り
と

称
さ
れ
る
奈
良
県
内
の
渓
谷
を
下
る
場
合
の
こ
と
で
あ

る
。
水
量
が
多
く
て
川
幅
の
広
い
中
流
の
本
宮
町
ま
で
出

し
も
の

る
と
、
そ
こ
か
ら
は
下
乗
り
と
い
っ
て
、
さ
ら
に
三
幅
を

一
つ
に
合
わ
せ
て
一
人
で
乗
り
下
っ
た
。
材
積
は
約
二
一

○
石
、
太
く
て
軽
く
よ
く
浮
か
ぶ
よ
う
な
杉
丸
太
だ
と
、

じ
つ
に
三
○
○
石
に
も
上
る
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。

ま
た
筏
師
は
流
域
の
集
落
に
あ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
筏
組
合

に
所
属
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
宮
本
晴
吉
さ
ん
は
本
宮
町

の
趨
屑
筏
組
合
（
約
三
十
名
）
の
最
後
の
組
合
長
だ
っ
た

よ
む
ら

し
、
中
森
叡
さ
ん
は
十
津
川
村
の
四
村
筏
組
合
（
約
四
十

五
名
）
の
下
で
働
い
て
き
た
。
大
小
の
組
合
が
北
山
川
を

別
に
し
て
も
十
三
も
あ
り
、
盛
ん
な
こ
ろ
は
三
○
○
人
以

休業技術No.5371986.12



26

｢－－

菩提寺のイチョウリンホフ・スーパーテヒニカ4×5．ニッコール135ミリレンズ。トライX

〔謝是寺のイチョウ〕〔杉の大スギ〕
こうえん

所在岡山県勝田郡奈義町大字高円菩提寺所在高知県長岡郡大豊町杉。八坂神社境内
交通津山線津山駅前より馬桑パス，奈義町役場前よ交通土讃線大杉駅。徒歩約15分
りタクシー15分。大きさ目通周囲，南大スギ15m・北1().6m･樹高南

大きさ目通周囲,11m・樹高25m,樹齢約800年。60m,北57m･樹齢1,000年以上。国指定特
国指定天然記念物。別記念物。

Ｅ
槌
い
じ

餌
菩
提
寺
の
イ
チ
ョ
ウ
ー
鋼
鉄
の
よ
う
な
鋭
い
枝

昭
和
四
十
六
年
の
四
月
、
こ
の
イ
チ
ョ
ウ
を
訪
れ
た
と

き
、
ま
だ
葉
を
つ
け
て
お
ら
ず
、
多
数
の
乳
柱
が
垂
れ
、

地
上
三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
高
さ
か
ら
直
立
し
て
い
る
数
本

の
枝
は
、
鋼
鉄
の
針
の
よ
う
に
天
を
突
き
、
北
か
ら
出
て

い
る
一
本
の
横
枝
は
、
巨
大
愈
力
’
一
の
は
さ
み
の
様
相
を

呈
し
て
い
た
。

菩
提
寺
は
海
抜
約
七
○
○
メ
ー
ト
ル
の
那
岐
山
の
ふ
も

と
に
あ
り
、
山
門
を
く
ぐ
り
石
段
を
登
っ
て
行
く
と
、
人

の
住
ん
で
い
る
気
配
も
感
じ
ら
れ
な
い
荒
れ
寺
で
あ
っ

た
。

昭
和
五
十
三
年
の
十
月
中
旬
、
そ
の
後
、
再
び
見
る
イ

チ
ョ
ウ
は
鋼
鉄
の
よ
う
な
枝
に
緑
の
衣
を
つ
け
威
厳
を
あ

ら
た
め
て
立
っ
て
い
た
。
樹
勢
も
盛
ん
。
カ
メ
ラ
を
セ
ッ

ト
し
、
撮
影
態
勢
に
入
っ
て
困
惑
し
た
。
な
ん
と
「
天
然

記
念
物
・
大
イ
チ
ョ
ウ
」
の
真
新
し
い
銅
板
が
、
真
ん
中

に
で
ん
と
立
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
い
ろ
い
ろ
角
度
を

変
え
て
み
た
が
、
依
然
と
し
て
説
明
板
が
目
障
り
で
シ
ャ

ッ
タ
ー
が
切
れ
な
い
。
思
う
に
各
地
の
教
育
委
員
会
は
観

光
客
の
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に
、
そ
の
木
の
い
ち
ば
ん
姿
の

い
い
と
こ
ろ
に
立
て
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
わ
た
し
た
ち
写

真
家
に
と
っ
て
は
迷
惑
至
極
こ
の
上
も
な
い
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
の
説
明
板
の
前
に
、
朽
ち
か
け
た
標
柱
が
立

っ
て
い
た
。
一
時
抜
く
こ
と
に
し
て
、
え
い
こ
ら
、
え
い

こ
ら
や
っ
て
い
る
と
、
老
人
が
「
本
当
に
邪
魔
だ
な
」
と

い
っ
て
手
を
貸
し
て
く
れ
た
。
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杉
の
大
ス
ギ私

の
古
樹
巡
礼

プ
ロ
ニ
カ
六
×
六
・
ニ
ッ
コ
ー
ル
五
○
ミ
リ
レ
ン
ズ
。
ト
ラ
イ
Ｘ

写
真
・
文

八
木
下
弘

調
杉
の
大
ス
ギ
ー
本
州
一
の
巨
杉

私
の
古
樹
巡
礼
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
の
は
こ
の
巨
杉

に
出
会
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

昭
和
三
十
四
年
の
夏
、
林
野
庁
の
公
用
で
高
知
営
林
局

に
出
張
し
、
そ
の
帰
途
、
局
長
の
勧
め
も
あ
り
立
ち
寄
っ

た
の
で
あ
っ
た
。
午
前
中
の
ま
だ
早
い
時
間
で
あ
っ
た
せ

い
か
、
境
内
に
は
人
影
も
な
く
森
閑
と
静
ま
り
か
え
っ
て

お
り
、
そ
れ
だ
け
に
こ
の
巨
杉
は
神
秘
的
に
私
に
迫
っ
て

き
た
。
だ
が
、
こ
の
と
き
は
撤
彩
を
し
て
い
な
い
。
小
型
カ
メ

ラ
で
は
再
現
で
き
な
い
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
大
型
カ

メ
ラ
を
背
に
し
て
で
か
け
た
の
は
昭
和
五
十
三
年
の
夏
。

そ
の
後
数
度
に
わ
た
っ
て
訪
れ
て
い
る
。

深
い
谷
の
穴
内
川
に
沿
っ
て
、
土
讃
本
線
と
国
道
三
二

号
線
が
、
く
ね
く
ね
と
曲
が
り
な
が
ら
走
っ
て
い
て
、
国

鉄
線
大
杉
駅
近
く
の
八
坂
神
社
の
急
斜
面
に
こ
の
二
本
の

巨
杉
が
そ
そ
り
立
っ
て
い
る
。
谷
間
を
隔
て
た
向
こ
う
側

の
斜
面
に
は
、
段
々
田
や
畑
が
、
そ
し
て
農
家
が
点
在
す

る
の
が
、
か
い
ま
見
ら
れ
る
。

二
本
の
巨
杉
の
う
ち
、
南
方
に
あ
る
も
の
を
南
大
ス

ギ
、
北
方
に
あ
る
も
の
を
北
大
ス
ギ
と
い
い
、
根
元
は
連

着
し
て
い
る
。
幹
周
り
の
大
き
さ
は
屋
久
島
の
縄
文
ス
ギ

に
次
い
で
日
本
に
お
け
る
第
二
の
巨
杉
で
あ
る
。
と
く
に

南
の
大
ス
ギ
は
普
通
の
ス
ギ
の
よ
う
に
円
柱
状
で
な
く
、

南
側
の
半
面
が
三
カ
所
に
お
い
て
板
状
の
突
角
を
な
し
て

奇
観
で
あ
る
。

最
近
は
観
光
化
し
て
境
内
は
い
つ
も
に
ぎ
に
ぎ
し
い
。

そ
れ
だ
け
神
秘
性
が
著
し
く
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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製造工程

旬間庵

の
陸
ロ
迅

一
穂
揃
え
一

一
腰
並
べ
一

一
芯
寄
せ
一

一
上

一
下一

面
伏
せ
一

一
し
ご
き
一

一
味
削
り
一

一
小
割
り
一

一
片
木
一

一
選
別
一

選
守
ず
⑰

て
も
よ
い
。
高
山
は
県
の
西
北
端
の
富
雄
川
に
沿
っ

た
、
緑
の
多
い
ひ
っ
そ
り
と
し
た
茶
筌
の
里
で
あ
る
。

種
類
裏
千
家
流
（
今
日
庵
）
、
表
千
家
流
（
不
審

庵
）
、
武
者
小
路
千
家
流
（
官
休
庵
）
の
ほ
か
宗
偏

流
、
遠
州
流
、
石
州
流
等
の
各
流
派
用
、
ま
た
、
薄

茶
用
の
穂
先
が
細
く
数
の
多
い
数
穂
、
濃
茶
用
の
穂

先
が
粗
く
数
の
少
な
い
荒
穂
に
大
別
さ
れ
る
が
、
現

在
は
流
儀
の
型
で
は
二
十
四
種
で
、
一
般
に
は
薄
茶

用
の
江
戸
千
家
数
穂
、
稽
古
用
の
常
穂
が
多
く
、
穂

数
は
六
十
本
か
ら
一
二
○
本
ぐ
ら
い
ま
で
あ
る
。

沿
革
茶
筌
は
室
町
時
代
中
期
に
、
大
和
の
鷹
山
城

主
大
膳
介
頼
栄
の
二
男
民
部
丞
入
道
宗
剛
に
よ
っ
て

創
始
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
宗
剛
は
奈
良
の
称

名
寺
の
僧
で
、
茶
の
宗
匠
で
あ
っ
た
村
田
珠
光
を
通

し
て
、
後
土
御
門
上
皇
に
献
上
し
た
茶
筌
に
、
上
皇

か
ら
「
高
穂
」
の
銘
を
賜
り
、
以
後
、
村
名
、
氏
称

を
高
山
に
改
め
、
茶
筌
作
り
の
技
術
・
技
法
は
、
城

主
相
伝
の
技
と
し
て
伝
承
さ
れ
た
。
八
代
頼
茂
の
と

き
、
高
山
家
は
没
落
し
た
が
、
家
臣
の
う
ち
で
職
業

と
し
て
茶
筌
作
り
を
し
た
者
が
、
一
子
相
伝
の
技
術

と
し
て
今
日
ま
で
伝
え
て
き
た
。

原
材
料
竹
は
ハ
チ
ク
、
マ
ダ
ケ
、
マ
ダ
ケ
の
す
す

竹
、
ク
ロ
チ
ク
、
編
み
に
用
い
る
糸
は
白
、
黒
、
赤

色
の
木
綿
糸
。
へ
ぎ

製
造
技
術
片
木
工
程
Ｉ
油
抜
き
を
し
て
乾
燥
さ
せ

た
竹
材
を
所
定
の
寸
法
に
切
り
、
節
上
の
中
ほ
ど
か

ら
先
の
ほ
う
の
表
皮
を
小
刀
で
む
く
。
茶
筌
の
種
類

に
よ
り
十
二
、
十
六
、
十
八
、
二
十
、
二
十
四
本
に

大
割
り
し
、
念
棒
（
へ
ら
の
よ
う
な
棒
）
を
差
し
入

れ
て
、
一
本
ず
つ
外
側
へ
折
る
よ
う
に
曲
げ
る
。
さ

ら
に
先
の
部
分
の
厚
さ
を
決
め
、
皮
の
部
分
と
肉
の

部
分
を
割
り
分
け
て
肉
の
部
分
を
取
り
除
く
。
小
割

り
工
程
Ｉ
外
穂
（
上
り
穂
）
と
内
穂
（
下
り
穂
）
を

交
互
に
小
割
り
す
る
が
、
普
通
の
茶
筌
は
外
穂
と
内

穂
の
割
合
は
六
対
四
、
根
元
で
は
七
対
三
と
外
穂
を

太
く
す
る
。
味
削
り
工
程
１
湯
か
水
に
十
分
浸
し
、

穂
の
中
ほ
ど
か
ら
先
の
ほ
う
へ
だ
ん
だ
ん
薄
く
な
る

よ
う
に
削
り
（
味
削
り
）
、
包
丁
の
背
で
し
ご
く
と

自
然
に
先
が
曲
が
っ
て
形
が
で
き
る
。
編
み
工
程
Ⅱ

小
刀
で
外
穂
の
両
面
の
角
を
削
り
取
り
（
面
伏
せ
）
、

外
穂
を
一
本
ず
つ
根
元
を
そ
ろ
え
て
交
互
に
糸
で
編

み
（
下
編
み
）
、
さ
ら
に
そ
の
上
を
二
’
三
回
か
が
る

（
上
編
み
）
。
普
通
こ
の
糸
は
黒
で
あ
る
が
、
目
的

に
よ
っ
て
赤
ま
た
は
白
糸
の
場
合
も
あ
る
。
仕
上
げ

工
程
Ⅱ
内
穂
を
中
心
に
ま
と
め
、
一
回
ぐ
る
り
と
ひ

ね
り
あ
げ
る
よ
う
に
回
し
て
組
み
合
わ
せ
る
。
穂
の

根
元
の
間
隔
、
ふ
ぞ
ろ
い
を
へ
ら
で
そ
ろ
え
て
、
最

後
に
穂
の
ふ
ぞ
ろ
い
、
曲
が
り
な
ど
、
ま
た
、
流
儀

の
型
に
従
う
よ
う
に
整
え
て
、
美
し
く
仕
上
げ
る
。

生
産
地
生
駒
市

生
産
規
模
○
企
業
数
三
七

○
従
事
者
数
三
三
○
人

○
年
生
産
額
三
億
三
八
○
○
万
円

組
合
○
奈
良
県
高
山
茶
筌
生
産
協
同
組
合
〔
〒

六
三
○
’
○
一
生
駒
市
高
山
町
五
六
二

一
電
話
（
○
七
四
三
七
）
八
’
○
○

六
七
〕
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全
国
伝
統
的
工
装
品
セ
ン
タ
ー
・
主
任
棚
嫉
貝

佐
原
雄
次
郎

暮
ら
し
の
中
の
木
竹
工
芸

I

f城
「

廟 M1糊

’

11I
』

蝋ル
~===_-･-１

１
－－－－ニーーー一

高 山茶塞9．

竹
細
工
に
適
す
る
竹
は
、
日
本
が
世
界
に
誇
り
得

る
も
の
の
一
つ
で
、
編
組
品
を
主
と
す
る
竹
細
工
は
、

全
国
い
た
る
と
こ
ろ
で
作
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で

ち
ゃ
せ
ん

特
異
な
も
の
と
し
て
茶
筌
が
あ
る
。
茶
筌
は
抹
茶
を

た点
て
る
道
具
で
あ
る
が
、
竹
と
い
う
材
料
の
美
し
さ

と
、
人
間
の
手
先
の
技
術
の
す
ば
ら
し
さ
を
い
か
ん

な
く
表
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
お
茶
を
上
手
に
点
て

る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
点
て
方
の
巧
拙
に

も
よ
る
が
、
茶
筌
の
良
否
が
大
き
く
も
の
を
い
う
。

よ
い
茶
筌
の
条
件
は
、
よ
く
泡
立
ち
、
ほ
ど
よ
い
味

に
仕
上
が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る

が
、
湯
が
飛
び
散
ら
ず
、
茶
碗
を
傷
め
な
い
こ
と
も

大
切
で
あ
る
。
村
田
珠
光
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
茶
道

は
、
千
利
休
に
至
っ
て
完
成
さ
れ
た
が
、
千
家
流
は

そ
の
孫
宗
旦
の
と
き
三
家
に
分
か
れ
、
三
男
宗
左
が

後
を
受
け
て
表
千
家
、
四
男
宗
室
が
裏
千
家
、
二
男

宗
守
が
武
者
小
路
千
家
と
称
し
た
。
ま
た
、
こ
の
ほ

か
大
名
が
流
祖
と
な
っ
て
い
る
も
の
に
、
小
堀
遠
江

守
政
一
の
遠
州
流
、
片
桐
石
見
守
貞
昌
の
石
州
流
、

細
川
忠
興
の
三
斎
流
そ
の
他
が
あ
り
、
使
用
す
る
道

具
類
も
各
流
に
よ
り
相
違
し
た
。
茶
筌
に
お
い
て
は

柄
の
長
さ
、
穂
の
長
さ
、
穂
の
数
、
穂
先
の
形
等
で

四
十
八
種
に
も
分
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
用
途
に
よ

っ
て
濃
茶
用
、
献
茶
用
、
筒
茶
碗
用
、
旅
用
等
、
形

に
よ
っ
て
千
家
型
、
利
休
型
、
真
型
、
穂
の
状
態
に

よ
っ
て
常
穂
、
荒
穂
、
長
穂
等
が
あ
る
。
現
在
茶
筌

は
京
都
や
名
古
屋
で
も
作
っ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど

は
奈
良
県
生
駒
市
の
高
山
で
作
ら
れ
て
い
る
と
い
つ
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蟻：蕊灘識灘
壷

涯毫

モデル木造施設の建設による設を建設する場合に,実施設計費を
含む建築工事費に補助する事業であ

木造建築の振興 る。補助率は事業主体が都道府県，

では，昭和60年1'月に策優れた性能と良さの普及啓発を図る市町村の場合は4/'0以内，木材関

森林・林業，木材産業活力とともに，木造建築に関する技術の係団体の場合は1/2以内である。

年計画」に難づき，木材需開発，実用化およびその成果の普及61年度は予算額4億5600万円，

進緊急対策を実施し，そのを通じた木造建築の狼興を促進し，建設施設数9施設である。

業としてモデル木造施設のもって木材需要の拡大を図るものでその他，適時適量適材の資材供給

年度から推進している。ある。体制の整備が木造建築の場合特に重

木造施設は，木造建築物の61年度実施施設

林野庁では，昭和60年11月に策

定した「森林・林業，木材産業活力

回復5カ年計画」に難づき，木材需

要拡大推進緊急対策を実施し，その

中心的事業としてモデル木造施設の

建設を61年度から推進している。

モデル木造施設は，木造建築物の

普及促進のシンボルとなる公共的か

つモデル的な大規棋な木造建築物

で，木材の特性を生かすざん新な理

念の下に，その幟造・内装等に木材

をフルに活用して建設するものであ

る。

この事業の実施により，モデル木

造施設の利用を通じた木造建築物の

施設名（仮細事業主体

宮城木材文化ホール 宮城県林材協同組合連合会

お湯トピアもがみ簸上町

越前陶芸村ウッドパレス宮崎村
｛識1国際音楽村多目的ホール丸子町
山村都市交流センター山の家島田市
ウッドリーム愛知愛知県木材組合連合会
臨海会館岸和田市

ウッド・コミュニティ・高知高知県木材協同組合
グリーンカルチャーセンター大分市

建設場所

宮城県仙台市

山形県最上町

福井県宮崎村

長野県丸子町

静岡県島田市

愛知県名古屋市
大阪府岸和田市

高知県高知市
大分県大分市

?
＝

’一三F型

ている。このため,60年3～6月に差がしだいに開くなど米材の価格競

はスギ中丸太より米ツガ丸太のほう争力は急速に増している。北洋カラ

が高かったが,その後逆転し，61年マツ丸太については，その価格が四

10月にはスギ24,000円/11f!に対半期ごとに決定されるなど弾力性を

し，米ツガ19,700円/n'3とその絞欠いていることから,61年2月まで

円／ドルレートと丸太価格の推移(60年2月=100)

（指数）

毎
Ｗ 露露…践罵篭蕊

円高と木材価格

今回の円高は，60年2月（260.24

円／ドル）を境に緩やかな円高で推

移していたが，9月末のG5を機に

急速に進行し，61年8月には41％

（欧州方式）の円高(154.00円／ド

ル）となり，その後はやや円安とな

っている。

このような円高が，丸太価格（卸

売価格）に与えた影糟を見ると，下

落率の最も大きいものはラワン丸太

（合板用)で，60年末から翌年初め

にかけて産地価格の上昇等によって

横ばいとばつたものの，その後下落

を続け，10月には34影の値下りと

なっている。米ツガ丸太も，円高の

進行とともに下落し,61年8月には

24％の下落となっている。その後は

円相場の反落もあり，横ばいとなっ

110 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一－－1■■‐一一一・一一-二二÷

北洋カラマツ丸太

100

90

80

70

60

50

廷一一-60年一号-61年=－

資料21）農林水産省「木材価格鯛迩」

2）円／ドルレートは対米ドル，インターパンク中心相場の月中平均値
d■

…
一 J
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要となることから，都道府県が木

材業界，建築業界等関係者の連絡

調整や指導等を行うための推進費

を補助している。

○木造化推進標準設計施工マニュ

アル作成等事業

モデル木造施設がざん新な建築

物となることから，新しい設計，

施工技術に関する調査,木質材料，

構法等に関する各種試験等が必要

になる。このため，財・団法人日本

住宅･木材技術センターにおいて，

必要となる調査・試験・指導を行

い，技術的見地からモデル木造施

設の円滑な建設を支援している。

さらに，その成果を踏まえて汎用

性のある標準的な設計施工マニュ

アルを作成し，その啓もう普及を

行うこととしている。
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広大野樹木仕立て方に示される魚鱗形の作り方（沖縄郷土協会旧琉球
藩編『林政八書』より）
魚辮移はだいたい三角形，四角形等場所により適宜に開く。その周囲
（簿または茅植生鋤は抱謹であるから，場所により適当に作る

林政拾遣抄蕊温の｢山形仕立法」
=沖縄県の保安林配備の特徴は，防
三

ヨ風保安林，潮害防備保安林が際立つ
＝

三て高い割合を示してい為ことであ

三る。保安林面積約15,000haのうち，
＝

三両者合計で約4,500haを占めてい
＝

皇るo30％に及ぶ保安林が海岸に配
＝

言腫されているのである。夏の台風と
＝

冒冬の季節風から農作物や果樹を守
＝

三り，耕地の土壌や肥料分の飛散を阻
＝

冒止し,乾燥地帯での土壌水分の蒸散
三を防ぎ，さらに潮風害の被害を最少
＝

三限度に抑える内陸および海岸防風林
＝

三の役割がきわめて高いのが，沖縄諸
＝

三島である。
＝

言この防風林の働きに着目し,積極
冒的にその造成を図った古人に察温が
＝
＝

言いる。周知のように察温（1682～
三

三1762）は薩摩藩治下にあって琉球経
＝

三済,政治の復興,立て直しを行った偉
三

三人であり，林政の面でも『杣山法式
＝

三帳』（1737年制定)，『山奉行所規模
三

三帳』(1737),『杣山法式次第』(1747)，
＝

三『樹木播植法』（1747)，職杣山惣計
＝

三条々 』（1748)，『山奉行所規模次第』

三(1751)，『山奉行所公事帳』（1751）
目＝

三を作り上げて残すなど,体制の整備，
三

三確立を行った（以上の7審は1869
＝

＝

年に山奉行所から出した｢御差図控』

と合わせ，1886年『林政八割と

して公刊された)。防風林の造成に

ついても後に“魚鯛膠造林法”と称

せられる独特の山形仕立法を案出し

ている。

約3カ月にわたる山林調査を基に

して,察温は杣山の場合,土性よりも

山型の状態が樹木の成長に大きな影

響を及ぼすことを発見した。この仕

立て方が，夏の台風と冬の季節風の

真っただ中にある沖縄の自然境環に

最も適するとしたのである。「魚鱗

形廻抱護にして内にも抱護にして場

所次第見合へし｣，「樹木樵悴致した

る山は魚鱗形を以て相開諸木相仕立

候得は山気相含能盛生致し候」と

『林政八害』は述べている。琉球大

学の仲間勇策氏はこの察温の「山形

説」を，宮崎安貞の｢地味説｣と対照

をなす考え方として評価している。

なお，『林政八割（樹木播種法）に

記されている魚鱗形造林法は，1747

年当時の山奉行が察温の山形説を発

展させたものという。

（筒井辿夫）

i＝一正＝享蚕~…◆藍一雪ら･唾一＝二つ宮口11

は高値横ばいであったが，割安な米

材への代替えが進み，ソ連材の需要

が落ち込んだことなどにより契約価

格が引き下げられてから急速に下落

し，61年11月には米ツガを上回る

26％の下落となっている。

これらによって，国産材のスギ・

ヒノキの丸太価格も影響を受け，ヒ

ノキは2～4％の下落にとどまった

ものの，スギは，61年初めまでは3

％前後であったが，その後下落し7

月には11％の値下りとなっている。

しかしながら，9月以降，新設住宅

着工戸数の増加などから，スギ・ヒ

ノキとも価格は若干上向いている。

国産材の下落率は外材に比べると

1/2～1/3であるが,長期にわたり苦

況に立たされている中での一段下げ

であり，国内林業は厳しさを増して

おり，その活性化への取り組みが必

要となっている。
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｢樹と木が調和する中庭」
古い商家に入ると，まず店の土間

があって，そこから奥へ通路と土間

を兼ねた「通り庭」があり，それに

沿って店，居間，台所など部屋が続

くのが普通である｡また芙借になる
と，「通り庭」から裏に出ると庭が

あり，さらに庭の奥に土蔵や「はな

麺

I

Y

レロ

二

高山・平田記念館の中庭

慰蛎語締；
:．:．::::::::熱蕊識:;::::::．:．:．:．.:.：

難波宣士編著

緑化工の実際

創文

東京都荒川区西尾久7－12－16
（噂03-893-3692）

昭和61年3月15日発行

A5判,277頁
定価3,000円（〒300円）

もともと「緑化工」は，荒廃した

裸地に植生を復元させ林地化すると

いう，治山の山腹工や海岸砂防造林

から出発した技術といって過言では

ない。しかし，近年それは道路・宅

林業技術No.5371986．12

れ座敷」などが建てられている。こ

の母屋と土蔵などに囲まれた庭を中

庭（製庭とも呼ぶ）という。

飛騨の高山市には古い商家が多く

現存している。

平田家（現在，平田記念館）は，

江戸中期より「ろうそく」と「びん

夕↓、

中庭のある家

建築設計象・滝沢隆（禁無断使用）

地造成地や採石場跡地のような人工

のり面から，都市環境に至るまでの

多分野の植生導入技術が包括される

ようになった。そして今や「緑化

工」は，治山緑化よりも人工裸地に

おける緑化へ，その本命的な印象す

ら与えている。さらに，緑化の内容

も裸地を単に植生で被溌するという

技術から，その緑の質を強く求めら

れる方向に変化している。

本瞥は，このような背景の中で，

わが国の治山研究の権威である編著

者が中心となり，国立林試の緑化工

関係の第一線の研究者や林野庁等の

経験豊かな技術者の方々によってま

とめられたものである。その内容

は，まさに「治山緑化工」をベース

に置き，これを発展させた形で，い

わゆる緑化工全般にわたる広範にし

て最新の技術を網羅している。

目次に沿って概説すると,I章で

はまず緑化や緑化工の定義について

つけ油（結髪用)」の製造販売を業

とした商家で,現在の母屋は明治30

年に建築されたというが，部屋の配

置など古い商家そのままである。表

入口から「通り庭」を抜け裏に出る

と，庭があり，その向こうに土蔵が

並んでいる。庭は，「通り庭」から

真っ直ぐ土蔵に至る屋根つきの「渡

り通路」によって，左右に分けられ

ている。

土蔵に向かって左側の中庭は，四

方を建物で囲まれている。まず，同

記念館に来訪した人たちの休憩所

（約20畳ぐらいで，昔「ろうそく」

や油を製作した作業場であろう）か

らは，この庭の正面が眺められる。

次に，休憩所の左手は，前述の渡り

通路があり，右手には腰高にモルタ

ル仕上げの壁があって，その上にガ

ラス格子の窓が続く棟がある。さら

に，休憩所と庭を挟んでの向かい側

は，敷き瓦造りの広い土間で柱だけ

が立っている，というのが庭を囲む

触れ，次いで緑化工技術の歩み，緑

化形成のための安定条件，緑化の技

術体系や緑化施工の調査法について

述べている。Ⅱ章では植物の生育環

境，緑化植物の種類と特性や緑化工

の資材等についてまとめ，Ⅲ章では

山地荒廃地を対象に，Ⅳ章では道路

等一般のり面を対象に,V章では海

岸砂地を対象に，それぞれの緑化工

法を詳述している。

Ⅵ章においては，類書にあまりみ

られないような採石場跡地から埋立

造成地，ゴルフ場，宅地造成地，山

岳送電線建設地やダム湖周辺の裸地

の緑化工に至るまでの広領域を対象

に，今まで得られた新技術を紹介し

ている。各種対象地の工法に関して

は，土質力学を基礎とした斜面安定

の考え方にのっとり，それに生態学

を応用した緑化技術と植生管理法を

体系的に説明している。その特色と

して，直接役だつ施工事例を基にし
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建物の状況である。

この中庭には，山から移植した

ような自然形のアカマツ5本（胸

高直径10～25cmぐらいの樹高3

~20mぐらいまで）が主体で，ツ

ツジなど潅木も適当に配置され，

数個の庭石も置かれた純和風であ

るが，料亭の庭のごとく細部に人

手を加えた様子はない。自然の姿

の表現を意図したと思われ，眺め

ていると，山中のマツ林の風情を

感ずる。

このように興趣をそそる要因

は，周りの建物との調和が，大き

な役割を果たしている。すなわ

ち，渡り通路の板壁は，マツと同

調して背景となり，周りの柱は，

樹幹に調和して木立を思わせる。

それは’ものを作るという雑然と

した生活環境の中に，落ち着いた

自然の姿を生む樹と木による優れ

た造形美である。

W司言竜励

山の労働力

『ミツバチの世界』（坂上昭一著，

岩波新書ツによれば，“働きバチ日

本人”ということばは，どうもミツ

バチにとっては，有難迷惑な話のよ

うだ。

働きバチのうち，自分から進んで

花のありかを求めて飛び回るもの

は，ごくごく一部の個体であり，あ

との大半のハチたちは，巣の中でブ

ラブラして，花を見つけたハチたち

が連絡にきてから，蜜の採取に向か

うのだそうである。

これに対して，我々日本人はとい

えば，「ウサギ4憧に住んでいる仕

事気違い」とまではいわないが，間

違いなく，かなりの人々が勤勉であ

ると思う。

朝の酷電をものともせず，深夜残

業（飲みニュケーションを含む)，

日曜出勤（下手なゴルフを含む）と

実によく働く。仕事が生きがいのよ

うな（ように見える）人もけつこう

見受けられる。

この勤勉さが山にだって現れてい
●

た。

道なき道を乘り越えて，沢沿いに

苗木を背負い上げて，植林し，そこ

を今度は炎天下をものともせず，下

刈りをした結果，1,000万haにも及

ぶ大造林地を達成したわけである。

さて，この勤勉さが，今も昔も変

わらないとしても，引き続き山に向

けられるのかどうか。

登山をしていると途中で，廃屋に

出会うことがしばしばある。ここそ

こに，つい数年前まで人が住んでい

たのだ。過疎とひと言にいうが，こ

うやって現実に見ると，山村におけ

る労働力確保が困難になりつつある

ことを漠然と感じてしまう。

ある人は，山村の労働力確保は，

つまるところカネであり，高賃金に

よって解決されるものであるといわ

れた。理屈の上ではそうかもしれな

いが，我々の求めるものが，ミツバ

チのように花から花へと飛び回る労

働ではなくて，何か生きがい的なも

のを求めているとすれば，あくせく

と食べるために働く時代が終わりを

告げたのと同時に，山で働くことの

魅力が，高賃金であることにより労

働力が調達されるどは，ちょっと考

えられない。50歳以上の従事者数

の割合が約50%(55年国勢調査）

という現実に，これから山で働く人

の確保をどうするかということは難

しい問題である。

そのための名案はちょっと思いつ

かない。“草刈り十字軍”のような

ボランティア活動によることも大い

に結構なことだろう。“ホピー林業”

のような形で進めることもできるか

もしれない。しかし，そういった形

でしか，山の手入れが進めえなくな

っていくとすれば，これは何やらも

う随分いびつな世界であると考えざ

るをえない。

（現地人）

１
０

0

1

’

I

たデータを主体に，わかりやすく具

体的に記述していることで，この点

が高く評価できよう。

ただ，これほど広範にわたる工種

・工法の紹介のために，全体として

理論的な面や施工効果等についての

説明が，いささか不足なことは否め

ない。それと，最近とみに重視され

てきた自然環境保全を必要とする場

所を対象とじた工法，例えば，郷土

樹草や自然材料を用いた緑化技術等

に関しても，スペースを割いてほし

かったと感じている。

ともあれ，ライトグリーンの美し

いカバーデザインに象徴される本書

は，その新鮮にして充実した内容，

さらに巻末の豊富な引用・参考文献

とも併せ，緑化工に関係する技術者

・研究者のみならず，緑による環境

保全を考える人々にとっても，魅力

ある参考書である。

（静岡大学農学部・村井宏）

(この棚は編集委員が担当しています）
P

》
画､缶＝一■”q＝q■ー.ーあ可■Mョ
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アカマツにおける枝無し連続生

長の誘導

三重大農永田洋ほか

日本林学会誌68－10

1986年10月p.397～405

アカマツは自然状態では長日条件

下でも連続生長せず，生長を停止し

てしまう。これは，生長(節間生長）

と分化嘩原基形成）の間に相互抑

制が存在するためである。そこで，

生長と葉原基形成を共存させること

ができるとすれば，アカマツも連続

生長させることが可能になるが，自

然状態では不可能なので，実験的に

生長と葉原基形成の最適条件を調

べ，両者の活動最適条件の中間的条

件を明らかにした。こうした条件下

で両者の活力を抑え，連続生長を誘

導してみた。

ここで用いたアカマツは，20時

間日長で2年4カ月間，7本が枝無

し連続生長を，3本が1回だけ生長

を停止し側枝を形成したが，それ以

外は枝無し連続生長をした。茎頂部

に常に未展開の葉原基が存在すると

き枝無し生長が見られる。熱帯地方

で枝無し生長が見られる最大の原因

は，より高緯度地方から移されたた

め，12～14時間日長で生長と分化

のバランスがとれた連続生長をする

ためと考えられる。

スギ間伐小径材を原料とする木

質セメントボードの製造

北海道・林産試山岸宏一ほか

林産試験場月報No.417

1986年10月p.8～12

林業技術No.5371986.12

スギ間伐小径材の有効利用の一つ

として，木質セメントポードの製造

を行い，ボード製造条件とボード材

質との関係を求め，スギを原料とす

る木質セメント板の評価を行った。

スギ材を原料として，水／セメン

ト比0.6,塩化マグネシウム5％の

条件でボードを製造した場合には，

比重1.0で曲げ強さ95kgf/cmg,

ヤング係数30×103kgf/cmf,内部

結合力6.0kgf/cmg,吸水率26%,

吸水厚さ膨潤率2.5％程度の材質性

能が得られることがわかった。カラ

マツ材との比較では曲げ強さの点で

10～30影程度の上昇が望めるこ

とから，有利であるといえる。しか

し，内部結合力，ボードの耐水性の

点ではカラマツ材と同等であり優位

性はない。

以上のことから，スギ材は木質セ

メントポードの原料として強度の優

れたボードの製造ができ，有利であ

る。しかし，企業化となると原料集

荷，安定供給，コストなどの点から

も考慮しなければならないと考えら

れる。

ドロノキの春・秋における耐凍

性と耐性クローンの選抜

王子・林木育種研千葉茂ほか

北海道の林木育種29－1

1986年10月P、6～12

春先開葉期，秋口生長停止期，冬

期におけるドロノキの低温耐性を明

らかにし，それとともに耐凍性の選

抜を行った。

外気温の温度変化に合わせてプロ

グラムでコンI､ロールしたフリーザ

を用い，春先，秋口における低温実

験を行った結果，

春先の耐凍性：10年生成木で相

当極端な異購低温でも耐性の高いこ

と，クローン間にも差があった。

秋口の耐凍性：生長停止期の早い

クローンほど耐凍性が高く，成木

（10年生）と苗木とでは成木のほう

が高かったが，苗木でも屋外より5

～10.C低くても害はなかった。ク

ローンによる変動が大きく，耐凍性

のクローンを選抜した。

真冬の耐凍性：ハードニングを行

い液体窒素(-196｡C)を用いて実

験した結果，低温には被害を受ける

ことはないといえる。

ヒノキ登録品種高垣1号及び

2，3育成品種の特性

塩川産業塩川彰

林木の育種No.141

1986年10月p.16～19

品種登録されたヒノキ「高垣1

号」および同時期に選抜育成してき

た2，3のヒノキの品種について，

それぞれの育成経過や特性を在来の

実生ヒノキやナンゴウヒとも比較し

て述べている。

育種の重点を幼齢時，枝と枝との

間に現れる小さな幹曲がりと根曲が

りの改良に低いている。高垣1号

は，ヒノキに特有な幼齢時の曲がり

が少ないのが大きな特徴である。幹

の通直性は最も優れ，ナンゴウヒに

勝る。葉色は緑が淡く，枝の太さは

均一で細く，枝打ちが容易であ患。



根曲がりが少なく，通直性に優れ，

枝打ちが容易であるという特性は，

ヒノキの無節柱材の生産にとって非

常に有利であると考えられる。

のこくず栽培用シイタケ菌株の

選抜

北海道・林産試押切靖

北方林業38－11

1986年11月p.6～8

のこくずを主とした人工培地によ

る栽培方法については，まだ実用的

な栽培技術としては成功していな

い。そこで，のこくず栽培に適する

シイタケ菌株を見つけ出すことを重

点に，3回（58～60年）の選抜を繰

り返した。

この選抜試験によって，のこくず

培地による栽培に適したシイタケ菌

株を，保存菌株の中から見つけた。

針葉樹だけの培地でも発生は見られ

たが，広葉樹だけの培地や広葉樹を

含んだ培地と比べると，その差は大

きく，針葉樹単一では難しい。原木

栽培で成績の良い菌株が，必ずしも

のこくず栽培に適していないこと，

栽培に使う菌株の特性が収鐙や子実

体の品質に大きく影響することがわ

かった。

ミズナラ林の天然更新技術

国立・林試谷本丈夫

山林No.1230

1986年11月p.33～39

ミズナラはわが国における有用広

葉樹の一つであるが，シズナラ天然

林は減少し，資源の枯渇と質的低下

が著しい。林試の「ミズナラ等主要

広葉樹の用材育成技術の開発」の特

別研究に基づいて，ミズナラ天然更

新技術について紹介している。

以下，ミズナラの天然更新に対す

る考え方，ミズナラの更新特性，天

然更新施業について述べている。要

するに，ミズナラの天然更新を成功

させるには，母樹の結実に合わせて

林床の刈払いを行い，稚樹を定着さ

せる。その後，雅樹を傷めないよう

に上木を伐採収職する。あるいは，

豊作年の秋から翌年春に林床の刈払

い，種子の埋め込みなどの処理を伴

った皆伐下種更新を行う。

下刈用丸鋸刃の研磨方法の改良

について

高知・清水営林署石田弘幸ほか

機械化林業No.395

1986年10月P.46～48

従来の研磨方法では高速回転時に

木片や地被物が身体のほうに飛んで

きた。そこで，これを解消するため

目立てに当たって新しい研磨方法を

考案した。

この方法は，切削角が従来とl司様

であるが歯側角（ナゲシ角）を右下

り15.の角度で鋸歯を1枚置きでな

く，全部の歯を一方向から片側のみ

を研磨する方法である。したがって

歯先の押え（目擦り）は片側からで

ある。この結果，①木片および地被

物が後方に飛ばない。②伐根に触れ

てもはじかれることが少ない。③切

味が止まらない。④振動が少ない。

⑤研磨功程が向上する。しかし，直

径3cm以上のものは切断が困難で，

地推作業には適さない。

床構造と衝撃音

島根大農中尾哲也ほか

木材工業No｡476

1986年11月P、3～6

木造住宅における床衝撃音の性質

およびその改善方法について，床構

造とのか斌わりをまじえて概説して

いる。

木質床櫛造の床衝撃音低減のため

35

の改善項目をあげると，

(1)床表面仕上げの改善：軽量衝撃

源の場合有効である。例えばカーペ

ットで約10dB,畳で20～30dB改

善される。

(2)遮音層および防音天井の導入：

天井ふところの空間部に高密度の板

材料を設置する。天井の吊木を床構

造から独立させるなどの工夫が必要

である。

(3)浮床工法：下地床の上に防振ゴ

ムやT級インシュレーションポード

などの緩衝材を設置し，その上にパ

ーティクルポードを敷設する。

(4)床および壁の高剛性化：木質材

料の質量不足を補い，遮音性能を高

める。

クヌギの無性繁殖について

熊本・林研指導所新谷安則

山林No.1230

1986年11月p.26～32

クヌギの育種法として採用した採

種園方式において，子供苗確保法と

しての無性繁殖法について，これま

で検討してきた結果を概説してい

る。

以下，選抜された個体から採穂し

てつぎ木したときの活着率，つぎ木

繁殖法に関与する諸要因の検討，つ

ぎ木苗木により造成された採種園に

おける採種木の生存状況，つぎ木部

位の癒合不良の原因，つぎ木不親和

対策，とり木繁殖法等について解説

しているが，つぎ木親和性の良好な

個体ではつぎ木苗木を使用し，不親

和の強い個体については自根苗木で

つぎ木苗木の不足を補うということ

になる。

林業技術No.5371986｡12



36

土，褐色森林土およびポドゾルの花

粉分析結果について（英文）

口戦後のアメリカ林業，林産業の職

造変化とわが国への影響に関する研

究第1報一マクロ的柵造変化の

諸特徴

ロフィリピン共和国パンタパンガン

地域の土域と立地区分に関する研究

第2報一一土壊の分類・命名と調査

地の立地区分

口ブナ林における天然更新施業の検

討一奥只見地域の事例調査から

岐術晴廟
蕊ここに紹介する賛料は市販されてい

ないものです。必要な方は発行所へ頒

布方を依頼するか．頒布先でご覧下さ

るようお願いいたし鋪。｜|lI1lllllil
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研究報告No.28

昭和61年1月

沖縄県林業試験場

く研究報告＞

ロマツノマダラカミキリの発生消長

について（Ⅱ）

口中‘高温性系統シイタケの発生技

術に関する研究(1)－浸水時間，

予備散水，芽出しについて

ロリュウキュウマツ，イヌマキニ段

林施業に関する研究(Ⅱ)－イヌマ

キの人工庇陰試験について

く組織的調査＞

ロアオガンピの生産技術について

く資料＞

ロフクギの人工庇陰試験について

ロオキナワウラジロガシについて

口林地貯水能の定量化にかかわる因

子の測定，分析に関する試験

□なだれ防止林造成に関する実態調

査

口造林地とその周辺の野ねずみ駆除

試験

口薬用植物の林間栽培における技術

条件の解明に関する研究

□ふるさと林産物の安定生産による

林業振興に関する調査研究一ふる

さとクーポン販売事業の特用林産物

を中心に

口原木栽培なめこの生産と流通に関

する研究

研究報告第1号

昭和61年3月

長野県林業指導所

□なだれ防止林の造成に関する研究

ロカラマツ小径材の生産・利用の実

態に関する調査

ロカラマツの実大材強度試験（Ⅱ）

－小径材から採材した心持材およ

び中目材からの平割（根太）の強度

性能

ロカラマツ材の乾燥

朴業試験場研究報告第336号

昭和61年3月

林業試験場

ロクロマツとアカマツ種子から分離

された糸状菌と分類学上の知見（英

文）

口異なる林内照度下におけるフタバ

ガキ科稚樹の生長（英文）

ロオゾンに対する抵抗性差異に関連

したポプラクローンのガス交換反応

咲文）

ロフィリピン共和国パンタパンガン

地域の土壌と立地区分に関する研究

第1報一一土壌の形態的，理化学的

ならびに微細形態学的特徴

研究報告第20号

昭和60年12月

広島県立林業試験場

く研究報告＞

口精英樹の耐陰性検定に関する試験

一人工庇陰施設によるスギ・ヒノ

キ耐陰性検定

ロマツタケ菌感染苗によるシロの人

工形成

く研究資料＞

ロマイコンシステムを用いたランド

サットデータの林業的利用開発(1)

一一解析システムならびに作業用プ

ログラムについて

野兎研究会誌第13号

昭和61年6月

野兎研究会

本誌では，野兎の研究（特に生

態，生息数推定，被害対策など）が

中心に扱われてきたが，本号では，

野兎のほかにキツネ，カモシカに関

する研究が紹介されている。

口野幌森林公園におけるノウサギお

よびキツネの生息数の推定

□COC法によるキツネの行動追跡

ロ食物選択機織解明のための自動秤

舟装臘

口航空機による森林生息獣の密度推

定法の開発に関する研究

□ヘリコプタによるカモシカ足跡の

搬影

林業試験場研究報告第337号

昭和61年3月

林業試験場

ロ苫小牧地域におけるストローブマ

ツ等の異常落葉に関する考察

口幹曲線式による利用可能材秋の推

定方法L

口火山灰に由来する森林土壌の過去

の植被第1報一一八甲田山の黒色

研究報告第16号

昭和61年3月

山形県立林業試験場

林業技術No.5371986．12
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会員の広場

のんべえ通信(続）

1（通信：3月7日）

3月に入り，野山もすっかり緑色

になり，学校の庭（中国湖南省・中

南林学院）の桜もほころび天気のよ

い日が続くようになりました。先

日，花の先生といっしょに近くの山

へ行って野花をいっぱい摘んで帰

り，部屋いつぱいに飾り，春を楽し

んでいます。

中国の正月は旧正月で今年は2月

9日でした。学校は1月25日～2

月23日のほぼ1カ月間休みで，私

は休みの間中，湖南省内を歩きまわ

り，中国のお正月を味わうことがで

きました。省内といっても湖南省の

面積は日本の1/2（21万km2)ぐら

いですので，行ったところはほんの

一部です。湖西土家族苗族自治州と

いう省の中でも少数民族の多い山岳

地帯を中心にして農家を訪ね歩きま

した。どこへ行っても見知らぬ私を

歓迎してくれ，さらに日本人だとわ

かるととても喜んでくれ，ご飯を食

べずには帰してもらえないぐらいで

した。おかげでこの地の料理をふん

だんに食べることができました。

いちばんおいしかったのは，なん

といっても薫製です。ブタ肉,豆腐，

と

十
み

明子

腸詰，イノシシ，山鳥，魚，その他

野生動物をみんな薫製にしてしまい

ます。豆腐と腸詰はトウガラシがた

くさん入っていて，とても辛いので

すが，香ばしくておいしいです。交

通が不便で流通が悪い所なので，昔

から正月にブタをつぶして薫製にし

て保存しておくようです。また山岳

地で木がたくさんあるからなのでし

ょう。薫製をつくるすべての条件が

そろっているのです。それぞれの家

で少しずつ味が違い，山の中の家ほ

どおいしく感じます。

自治州の中だけでも20数軒の農

家を訪れ，いろいろな話を聞いてき

ましたが，いちばん印象に残ってい

るのは，天門山というびょうぶのよ

うな山のすそ野で会った青年です。

大庸という町から車で30分くらい

の山と谷しかないようなところです

が，そこに田んぼをつくり，例の交

雑水稲の種子をつくっています。こ

のあたりは皆こうした谷あいのとこ

ろで種子をつくっているようです。

それがちょうど種子づくりにもあっ

ているし，こうした耕地の少ない農

家の収入増加にも役だっているよう

です。
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ここの楊仲泉という青年は7人家

族で田んぼは27aしかありません。

日本風にいえば3反百姓にもならな

いくらいです。もっとも，このほか

に山が111aほどあります。ですから

股業の片手間に石炭工場や練炭工場

に出ています。楊さんは高校もでて

いて腿業が好きで，村の幹部になる

わけでなく，腱民をやっています。

何を聞いても正確に答え，また率直

に話してくれます。ことばのはしば

しに出てくる艇業を愛する気持ちと

自分が誇りをもって農民をやってい

るという姿は忘れられません。時間

の関係で長居できなかったのが悔ま

れてなりません。夏休みには必ずも

う一度行ってみたいところです。

そうそう，この人もそうですが,ほ

かの農家でもよく聞きましたが，子

供を二人目を生むときには罰金とし

て500～1,000元とられるわけです

が，「テレビ1台と自分の子供とど

ちらをとるかといえば子供に決まっ

ている」という意見が圧倒的でし

た。だいたい私が行った家は結婚し

たばかりの若夫婦を除くと，子供が

1人しかいない家は1軒もなかった

んです。少数民族は2人まで生んで

も良いわけですが，結局のところ，

淡族その他の民族はおかまいなしに

2～3人生んで罰金を払っているよ

うです。

一､へ勺/一
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会員の広場

もう1人忘れられないのが，南華

林場の場長さんです。この林場は

国営林場で,740haぐらいの林場で

す。ここはもう貴州省との省境に近

いところなのですが，川が流れてい

て，町は交易の歴史が長いようで

す。町から見える山はまるで日本と

同じうっそうとした山で，行ってみ

たらやはり日本のように木がたくさ

ん植えてあり，地に草が生えてい

て，植林に適さないようなところは

雑木が生い繁っていました。山を見

ているだけで私は日本に帰ったよう

な気分で喜んでいたのですが，ここ

の場長さんはそれ以上に私が来たこ

とを喜んでくれました。いわく「今

まで外国人は13人来ているが林業

を見たいといって来たのはあなたが

初めてだ。皆観光でしか来ない。そ

ういう人とはあまり話をしないよう

にしている。今日は私の家でご飯を

食べてください」私を案内して連れ

て来てくれた県の人は「それはダメ

です」と言ったのですが，結局私は

是非にと頼んで場長さんの家で食べ

ることができました。なにしろこの

人は山が好きで木を大切にしていま

す。1958年に全くのはげ山（7本し

か木が生えてなかった）に毎年植林

していったわけです。畷近，中国

の若者が山に遊びに来ては木にいた

ずらしたりするので困ってしまう。

この2年間で80名を裁判所に送っ

てやった。私は皆から厳しいといわ

れるが，だからこそこの山が守れた

んだ」と言ってました。

山の木はマツ(馬尾松)とスギ（広

葉杉，柳杉）が主です。マツは他の

ところでは種をまきっぱなしにする

か，天然更新を待つだけですが，こ

こでは苗をとってきて移植している

ので良く育っていると自慢していま
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した。普通3年間下刈りをしたあと

は10年目以降に間伐していって，

25年目ぐらいで成木として切り出

すようです。枝打ちはいっさいしな

いようです。

やはり中国でも間伐材の処理には

頭を痛めています｡1958年以降全国

的に植樹を開始しているので，成木

は多いとはいえませんがどこでも間

伐の必要な時期になっているのに，

手間がかかるわりに値段が安くて困

っていて，地元の農家の建築材か，

木の少ない他省へ売り出すしかない

と嘆いていました。

ところで世界の林業従事者の例に

もれず，この場長さんもとてもお酒

が好きです。中国でいうお酒という

のは白酒（ぱいじゅう）で，アルコ

ール度はだいたい50～60．ぐらいあ

ります。いくら私でもつきあいきれ

ません。こちらの白酒は米かアワで

醸造し，蒸留したものです。お正月

にはどこの家でもつくります。全過

程で1週間から10日ぐらいででき，

農家の酒は町で売っているものより

ずっとまるやかな味がします。私は

結局米の白酒しか飲みませんでした

が，日本の米焼酎よりまろやかでお

いしいように思います。

この場長さんと今度来るときは日

本の林業専門家といっしょに桜の苗

木と着物を持って来る約束をしてし

まいました。どなたか行きたい人は

いらっしゃいませんか。私はもう一

度是非とも行ってみたいのですが，

約束を果たさずに行くのは気がひけ

るし，困っています。よくよく考え

るといずれも難しい問題でした。

どうも今回は私が農家に遊びに行

った話ばかりになってしまいまし

た。なにしろ1カ月間各地の料理を

食べ続け，アゴが痛くなって治療に

通っています。まあ，なんともみっ

ともない話です。でも授業には差し

障りがなく，皆のキラキラした楽し

そうに勉強している婆に圧倒されな

がら，授業をしています。

2（通信：6月18日）

私の学生たちもだいぶ話ができる

ようになり，私はすっかり中国語を

使う機会がなくなってしまいまし

た。今回は私の自画自賛とばかり，

私の学生自慢です。4月の末に10

分間スピーチの試験をしたのです。

原稿は書かないで自由に話してみな

さいというもので，ちょっとまだ早

いかなと思ったのですが，みんなお

もしろがって話をしていました。今

はこの時より2カ月ばかりたってい

るので，もっとまとまった話をしま

す。次に掲げるのは，この時のもの

をテープおこししたものです。

『こんにちは。私は楊です。年は

28歳です｡もう結婚しています。82

年中南林学院を卒業しました。今は

学校の図書館で仕事をしています。

私は日本語があまり上手ではありま

せん。今日は日本語で話をします。

どうぞよろしく。

私たちは十三先生に日本語を教え

ていただいています。十三先生は私

に親切に丁寧に教えてくださってい

ます。優しくてまじめな方です。私

のクラスではいろいろな方法で日本

語を勉強しています。例えば質問し

たり，質問に答えたりして会話を習

います。読んだり，書いたりして単

語を習います。授業が終わってか

ら，私は家で勉強することも，部屋

を掃除することも，洗濯することも

あります。普通は料理することはあ

りません。夫はいつも料理を作りま

す。彼は「楊さんのつくる料理はま

ずい」と言いました。しかし，夫の



つくる料理も．あまりおいしくないと

思います。母のつくる料理がいちば

んおいしいです。私は子供が1人あ

ります｡息子です。今,1歳8カ月で

す。身長が80センチぐらいあるで

しょう。体重は12キロぐらいあり

ます。子供と主人とは顔が似ていま

す。とてもいたずらな子供です。子

供は遊ぶことがいちばん好きです。

しかし，子供の世話をするのは大変

ですね。私は夜出かけないで，たい

てい家で日本語の勉強をします。勉

強しないときはテレビを見ます。映

画はあまり見ません。私は一生懸命

に勉強しています。将来日本語が上

手になって日本の友達と文化と技術

の交流をしようと思っています。日

本語を訳す仕事をやろうと思ってい

ます。今日は火曜日です。日本語の

試験を受けます。昨夜，今日の試験

の準備を一生懸命しました。しか

し，下手です。どうもありがとうご

ざいました』

話を変えますが，中国の数字感覚

というのは難しいです。彼女のお父

さんに会ったとき，山羊は何頭いる

んですかと聞いたら，40頭ぐらいと

答えました。「えっ」と思って，自

分で数え直してみると，なんと50

頭。ほかでもそうですが，こちらで

のだいたいの数字というのは「桁は

違いませんよ」という程度のもので

す。だから，40頭といわれたら，

10～100頭だと思っていると間違い

がありません。それ以上正確に知り

たいのなら，自分で数えてみたほう

がいいです。正確な数字を常に把握

するという必要がほとんどないので

す。例えば，私の学生の1人が湖北

省出身で農家の子なのですが，彼に

いわせると1ムーというのは正式に

は667nl2ですが,時として800m2で，

1,000nfのときもあるし,1,20011f

のときもあるというのです。他の地

方の人はそんなにひどくないといい

ますｶﾇ，感覚としてそういうものの

ようです。

さて，湖南の林業について最近知

った話です。いま数字はあてになら

ぬと書いてから数字でものをいうの

は気がひけますが，このぐらいのも

んだというところで聞いてくださ

い。

湖南省は，日本の約1/2の面稜

（21万km2),森林は約1/4の面秋

(7万km2)です｡森林の2/3は広葉

杉，馬尾松，油茶がそれぞれ同じぐ

らいずつ占めています。残りは楠な

どの広葉樹用材林や，竹，油桐，茶

などがあります。

湖南は広葉杉が多いのですが，こ

の木は適地で樹高1m/年，胸径1

cm/年で大きくなり,20～25年で

切るそうです。だいたいの広蕊杉は

人工林です。しかもかなりの大面裁

に植えられています。しかし，適

地不適地がかなりあるようです。

それで，学校のまわりも不適地なの

ですが，こうした土地の木を「小さ

な年寄り」と呼びます。つまり，年

だけとっても大きくならない木なの

です。なんとなく私は植えるのを決

めた人，あるいはその後の保育をし

た人が悪いのであって，木が悪いわ

けではないのだから，木にそんな名

前をつけてほしくないのですが。ど

うも，皆が木をさげすむようにそん

なあだ名で呼んでいるのが気になり

ます。

最近学校の近くで日本語を勉強し

ている人に会う機会が増え，いろい

ろな人が突然おしかけてきます。全

体に日本語熱は高いのですが，びっ

くりするぐらい日本語が話せませ

会
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員の広場

ん。株州大学の学生(第一外国語)，

中南工業大学の学生(日本語専攻)，

株州市内の日本語教室の生徒さん

（工場労側者，店員，学校のお医者

さん等）などなど，皆私の学生より

ずっと長く勉強しているのに，会話

はもちろん，読み書きも難しいよう

です。日本人と一度も話したことも

なく，会ったこともなく，文法ばか

りを勉強しているようです。文法を

勉強しても応用はすぐできないとい

う典型を見る思いです。

皆さんからお送りいただいた本は

まず私が保管し，学生たちに自由に

持って行かせています。学生によっ

て林業専門の本,子供の本,花の本，

歌の本，日本の近・現代史の本，小

学校の教科書など好みはいろいろで

す。幸い皆さんから広範な本をそれ

ぞれ送っていただいているので助か

っています。以前は私が教えたこと

ばだけしかいえなかったのが，それ

ぞれ本を読むようになって教えない

ことばでもどんどん使い始めまし

た。そうなってくると教えていてよ

かったと思います。

そうそう，ところで中国に来て日

本語の先生になりたい方はいらっし

ゃいませんか。私は今年の11月に

は帰国いたします。しかし，あとを

引き取ってくれる方が決まるまで，

足を引っ張られています。いらっし

ゃいましたら，ご一報ください。

本のご送付ありがとうございます。

たくさんの方々からお送りいただき，

皆様のお気持に学生たちは感激してい

ます。ひき続きよろしくお願いしま

す。

日本からこちらまで本を送ると航空

便で1カ月弱，船便で1,5～2.5カ月

かかっています。お礼状が遅くなって

いますがよろしくご了解下さい。

（中国湖南省株州市・
巾南林学院・日本語教師）
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林 業関係行事一覧

12月

｜
区
一
大

分行事名

阪第12回大阪府木材業者大

会

央国有林野事業請負功労者林

野庁長官感謝状贈呈式

京建築用プレカット部材に関

する研究会

主催団体・会場・行噸内容等

大阪府木材連合会。大阪木材会館。業界功労者表彰，建設省政務次官

による記念誰演「建設行政における木材儒要拡大」

林野庁。麻布グリーン会館。造隊19名，製晶生潅15名に感謝状脱呈

期間

12.1

12.2

12.3

中
東 日本木材加工技術協会ほか，磯械狼興会。プレカットエ渦の現状と問

題点（東大工学部)，部材の原料について（全木連)，部材の乾燥処理

と施行上の問題点（大原産和)，部材の接合方法（林試)，部材の製品

認証制度（林野庁）

群馬県森連・群馬県木述。前橋市。県内各地から生産される優良材を

展示・即売し，優秀品に対して表彰する

栃木県林業観光祭実行委員会・栃木県。栃木会館・県域田会館（宇都

宮市)。林業観光展示，特用林産物展示即売，特別卿演楠木憲吉氏に

よる「味のある話」

福岡県・県特用林産振興会。福岡県自治会館。椎茸栽培技術の向上と

経営改善に資するため，県内生産者を対象として品評会を開悩

林野庁。林野庁第5会議室。各営林(支)局福利厚生課長，林試・林講

庶務課長が出席

日本木造住宅産業協会近畿支部。建設交流館グリーンホール（大阪市

西区)。個人，国，団体から「木造住宅活性化を願って」昧造住宅振

興対策」「協会の事業活動」のそれぞれのテーマで縦波を行う

群
栃

馬群馬県優良素材展示会12．3

木第18回栃木県林業観光祭12.3～5

福
中
大

岡第17回福岡県椎茸品評会12.3～5

央福利厚生課長会議12.9～10

阪木造住宅握興セミナー12.12

1 月

区分行事名

熊本営林局昭和61年度業務研究発表

会

群馬第27回群馬県近代こけし

コンクール

全国第19回全国優良広葉樹素

材展示会

北海道北海道林業懇談会

’期間I主催団体･会場･行事内容等
'､21~221熊本営林局｡熊本営林局大会磯室｡熊本営林局職員の業務研究発表

群馬県・群馬県物産擬興協会。前橘市。創作こけし，新型こけし，木

地玩具の部門で，優秀品を褒彰する

全国広葉樹協同組合。満水市。全国から優良広蕊樹を猟め，展示即売
を行う

北海道森林組合連合会。大阪市東区（大阪マーチャンダイズマートO

MMピル)。北海道内に所在する不在村者所有森林の活性化を図るた

め，道森連，市町村，各森林組合が一体となって経営意欲を喚起し，

林業生産活動への参加を促進し，不在村森林所有者との懇談を行う
愛知県名古屋市（名古屋商工会議所）

東京都千代田区（麹町会鋤

1.21～25

1．24

1．26

1．28

1．30

″
〃

″
〃
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林業技術昭和61年-1986年（526～537号）

総 目次

論壇

第2次国土利用計画の策定について
複層林の技術開発の方向を考える
民有林林道事業の推進

新時代を迎えた林木育種一現状と今後の展開
「粗放林業」論への疑問
円高経済と国内林業

森林資産の相続税制について－論議の整序と問題の点描

木材新用途の開発と実用化への始動一技術研究組合の設立
国有林問題に関する林政審の中間報告を読んで
国際分業と日本林業の進路
木材の需要促進と林業・林産業の対応一柱凋生産・供給一辺倒からの脱皮

松隈茂

赤井龍男
下山裕司

勝田柾

半田良一
大谷健

手束平三郎
土井恭次

片山正英
熊騰実
西村勝美

527

528

529

530

531

532

533

534

535

536

537

特 集

木と子ども

I木と出会った子どもの成長
1．木と感性
2．木と子どもの健康

Ⅱ教育現場への木の復権
1．よりよい教育環境をめざして
2．木の温り木の香りのする学校

鹿児島県／加世、小学校
長野県／南牧北小学校・上松小学校・清水中学校
山形県／小玉川小中学校

3．教育への木の利用一これからの課題

526

横尾哲生
高野健人

浩早野

藤田晋輔

荻原武夫
編集部

青柳朋夫

解説

正月の植物とその名の由来

今活躍している間伐材搬出機器
酸性雨禍におびえながら－健闘する西ドイツの林業
カナダの森林と病害

大雄山寺有林と複層林施業一日本一の蓄穣をもつ杉人工林
スギ山は崩れやすいのか？－NHKテレビ「杉山崩壊」を見て
森林アンケート（国土庁）を実施して

国際森林年記念シンポジウム「明日の人類のための森林」より
アフリカの危機の克服へ向けてJ

昭和61年度林業関係予算の概要
作業道作設のポイント

簡易林道制度の利・活用について

パリ国際森林会議の概要
足助町と“緑と木材”フェスティバル

林木の抵抗性育種研究の動向
森林遺伝資源保全をめぐる最近の動き
組織培養利用による林木のクローン増殖

深津正

阿部公志

熊崎実
鈴木和夫

鈴木清
竹下敬司
平野秀樹

526

527

527

527

528

528

528

k・オデラ(抄訳・井上真）

小原文悟

福田章史
林野庁林道課

藤原敬
只木良也

大庭喜八郎

山本千秋
斉藤明

528

529

529

529

９
９
０
０
０

２
２
３
３
３

５
５
５
５
５
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フランス広葉樹林業の行方一広葉樹の施業手引書を読んで佐々朋幸
アメリカ．カナダで見直されてきた木造橋薄木征三
第97回日本林学会大会研究発表の概要
原木の形質特性によるシイタケの栽培効果食用きのこ・大型プロジェクト研究班

西日本の松くい虫被害跡地における抵抗性マツの分布と更新状況大山浪雄
マツ林保全への取り組み

“国東半島松くい虫防除協会”の活動を中心として和田幹雄
岩手県南部被害急増の兆し－総合的防除体制の確立をめざして菊池信一

空中写真をはじめとしたリモートセンシングによる広葉樹資源の把握大貫仁人

米国西部木材産業の地盤沈下とその影響一ウエアハウザーの木材戦略の背景高須寿

新しい「林業関係研究目標」の概要古牧敏正
バットの折損とその原因について中野達夫

ユーゴスラビアで開催された第18回ユフロ世界大会
ユフロ世界大会の概要松井光端
ユーゴスラビアの森林浅川澄彦

先進国にみる林業助成制度岡和夫

“白神山地森林施業総合調査”について松井正
冠雪害と施業-61年春の被害地の観察結果から藤森隆郎
林政ジャーナリストの会.視察行／吉野・尾鷲林業地を見て黒川宣之

531

531

531

532

533

533

533

535

535

535

536

536

536

537

537

＜私の技術ノート＞
木で山を支える－ウッドブロックの発想と成果 寛林 537

<RESEARCH-全国林業試験・指導機関の紹介＞
40．埼玉県林業試験場（松浦貢.527）

41．島根県林業技術セソター（野津衛・527）

42．鳥取県林業試験場（財田雅男・528）
43．千葉県林業試験場（松原功．529）

44．和歌山県林業センター（藤原信雄・530）
45．和歌山県林木育種場（樫合高弘・530）
46．神奈川県林業試験場（栗田貞治・531）
47．静岡県林業試験場（縣富美夫・532）

奈良県林業試験場（福留保．532）

愛知県林業センター（鈴木隆司・533）
兵庫県林業試験場（村上嘉宏・533）

滋賀県森林センター（前田正治・535）
三重県林業技術センター（高橋明．535）

京都府林業試験場（吉田隆夫・536）
大阪府農林技術センター（西村直彬・536）
岩手県林木育種場（照井隆一・537）

48

49

50

51

52

53

54

55

全国広葉樹く試験林・見本林＞の概要
1．林業試験場532Ⅱ、林木育種場（国立・民間）
林局（見本林）535Ⅳ、都道府県（その1）536

533Ⅲ、営林局（試験林）534Ⅲ．営
Ⅳ都道府県（その2）537

新年のご挨拶

第32回森林．林業写真コンクール優秀作品（白黒写真の部）紹介
日本林業技術協会第41回通常総会報告
日本林業技術協会創立65周年記念事業について
第32回林業技術賞業績紹介
第32回林業技術コンテスト要旨紹介

猪野畷 526

526

532

533

534

534

猪野畷

随筆

山峡の譜

道湯川一一三代の杉（上）
道湯川一三代の杉（中）
道湯川一一三代の杉（下）
平井郷一青年作業班結成
ウズラ谷一夏の下草刈り

ウズラ谷一夏の下草刈り

宇江敏

ウズラ谷一夏の下草刈り（下）

渡谷一一共同山の顛末
西ン谷一高度経済成長のころ（上）
西ソ谷一高度経済成長のころ（中）

西ン谷一高度経済成長のころ（下）
熊野川一筏下りの話（上）

勝

526

527

528

529

530

531

532

533

534

535

536

537

Ｊ
Ｊ
上
中
く
く

印刷のはなし

7．オフセット（二）
8．彫刻凹版とグラビア

国司龍郎
スクリーンプロセス528526

527

グラビア9
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私の古樹巡礼

1．杉沢の大スギ2．－卜五社のクス
3．月瀬の大スギ4．萩原の大笠マツ
5．阿豆佐和気神社の大クス6．建長寺の
ピャクシン

7．女夫木の大スギ8．根尾谷淡墨ザクラ
9万正寺の大カヤ10．加茂の大クス
11．伯耆の大ジイ12．白峰太田の大トチ
13．熱田神宮の大クス14．京都御苑・宗像

八木下弘

神社のクス
15．五十谷のスギ16．苦竹のイチョウ
17．大神神社の巳の神スギ18．長太の大
クス

19.三島神社のキンモクセイ20.萩原の
大笠マツ

21．川古のクス22．速玉大社のナギ
23．杉の大スギ24．菩提寺のイチョウ

６
７
２
２
５
５

532

533

528

529

530

531

534

535

536

537

暮らしの中の木竹工芸
1．宮城伝統こけし

2．福山琴

3．別府竹細工

4．箱根寄木細工
5．大館曲げわつば

佐原雄次郎

6．京扇子・京うちわ

7．松本家具

8．笹野一刀彫
9．高山茶筌

529

530

531

532

533

534

535

536

537

手束平三郎528r物語林政史』を終えて

技術情報526～527529～532534~537

JournalofJoumaiS527～533535～537

林業関係行事一覧526～537

農林時事解説

産直住宅と輸入住宅一個性ある家造り52661年度林野予算（案）総額で3,494億円，活性化対策
には80億円5271年に及んだ日米林産物(MOSS)協議決着する528c!サミット・ハウス'86''

オープン／米国の金髪女性大工さんも瀦棚529窮迫する国有林財.政／借入残高1兆5千億円に530
衆参本会議で「林業振興決議」戦後の「挙阿造林｣，「国土緑化」以来531木材から炭素繊維，砂糖も
産学官の研究組合発足532中国の林難事梢，7,000万haの造成／三定工作で「私」の活用も533
松くい虫被害対策特別措置法の延長を報告534国際熱帯木材機関(ITくrO)本部のわが国設置535
知床国有林の森林施業536モデル木造施設の建設による木造建築の振興537

統計にみる日本の林業

農山村経済と特用林産物526分収育林による森林の整術527林地の他用途転用と国土利用計画
528紙・パルプの生産動向529林業労働者の減少と高齢化が進行530蓄積増加が著しいわが
国の森林資源531待たれる人工林の質的充実と天然林の繼備532変化する木材需要椛造533
保安林整備の推移（量から質へ）534林業の生産性向上と林業技術535林業労働賃金と山元立木
価格536円高と木材価格537

林 政拾遺抄筒井迪夫

和紙づくり526ドングリポケット連動527カラマツ材利用のログハウス528三浦梅園の思想
529銭屋五兵衛530緑のハッピ531一里塚532身近でない学校林533木工芸の里534
高齢者を雇用する別所温泉森林公園535カイニヨウ（屋敷林）536察温の山形仕立法537

木と住まいの美学

家の中にある小宇宙527美しき陶房529泗落た玄関（その一）531酒落た玄関（その二）
533酒落た玄関（その三）535樹と木が調和する中庭537
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本の紹介

子どもと読む『木と森の文化史』

（筒井辿夫著)Y
『北日本産樹木図集』（森邦彦著）

大谷博彌

『転換期の林業経営一長伐期林業への
道』（熊崎実著）只木良也
『木材・木質建材総合カタログ』（木材
需要拡大協議会編集・発行)K
『地図学用語辞典』（日本国際地図学会
編）奥克彦
地域林業特産の活用『山村を活かすデザ
イン集』（林業特産技術研究会編）

加藤国昭
『有用広葉樹の知識一一育てかたと使い
かた』晴用広葉樹の知識編集委員会

編）柳沢聰雄
講談社現代新書801『巨樹」
（八木下弘著）舟山良雄
『宇宙から見た世界の森林一さまざま

な森林のかたちと変化をめぐって』
（辻井達一・飯坂該二編著）只木良也

『変貌する製材産地と製材業』

（半田良一編著）浜田宗男
『恒続林思想』（アルフレート・メー
ラー著，山畑一善訳）『照査法』（ヘ
ルマン・クヌッヒェル著，山畑一善

訳）北村昌美
新編『樹病学概論』（小林享夫ほか7
共著）近藤秀明
復刻版『造林功労者事績（奮藩時代)』

（大日本山林会刊）筒井廸夫
『日本の森林一緑が育む豊かなくら

し』（林野庁監修，松井光矯編)S
『世界の森林と緑の国際協力』（外務
省・農林水産省・林野庁監修）

手束平三郎

わかりやすい林業研究解説シリーズ

No.82『広葉樹林の育成法』（蜂屋
欣二ほか4共著）北川紀彦
『緑化工の実際』（難波宣士編著）

村井宏

532526

526

527

528

529

533

534

534

535

530

536

530

531 ６
７
３
３
５
５

532

だま
一
」

新山村社会への夢526スリムな木を育てる527日曜大工528森林の遷移529みどりとは
森林である530PPMと日本林業531むらおこし532心の森林浴533求められるもの
534CIのこと535間伐材の需要拡大536山の労働力537

会員の広場

海外伐出プロジェクトの意義と現況一タイ木材生産技術訓練プロジェクト増子博527樹木雑考(3)
ユリノキ・ナラ畑野健一527何となく空な響を与える森林に文化の言葉の濫用三宅正久527樹木
雑考(4)ヒノキ・サワラとサクラ畑野健一528成り立つか南米林業小宮忠義530スギ林の間伐促
進と優良林分育成の一手段杉山幸530のんべえ通信一'三明子531緑，豊かな日本の天然資源
上野八恵531ある三河材の製材・販売までを追って川合銘－532樹木雑考(5)コウヤマキ・イチイ
とクリ畑野健一532四国の国有林における複層林施薬について4蝉普照534“｢粗放林業」論へ
の疑問”を読んで右近啓吾534自然植生を生かした低コスト林業山本仁535のんべえ通信
(続）十三明子537

その他

日林協刊行図書（興林会当時）の収集ご協力のお願い
投稿募集要領

第33回森林・林業写真コンクール作品募集要領
“水とのふれあい”フォトコンテスト'86実施要領
青年海外協力隊春の募集について
新会員勧誘のお願い

第41回日本林業技術協会通常総会の開催および関係行事のお知らせ
「空中写真セミナー」開催のご案内
昭和61年度前期国有林分収育林公募のお知らせ
60年度会員配布図書刊行のお知らせ
く第33回森林・林業写真コンクール＞入選者の発表

532

530

527

529

528

529

530

531

532

530

530
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日本林業技術協会北海道事務所開設のお知らせ
第32回林業技術賞・同努力賞および第32回林業技術コンテスト入賞者の発表

61年度山火事予知ポスター「図案」「標語」募集要領
第33回林業技術賞についての予告・第33回林業技術コンテストについての予告

昭和61年度後期国有林分収育林公募のお知らせ
青年海外協力隊く秋の募集＞のお知らせ
山火事予知ポスター“標語・図案”入選者の発表
昭和61年度林業技士養成講習・スクーリング研修日程
第34回森林・林業写真コンクール作品募集要領
林業技術総目次［昭和61年-1986年（526～537号)］

531

531

533

536

535

535

535

536

537

537
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第34回

森林｡林業写真コンクール

作品募集要領
題材：森林の生態（森林の景観一環境保全・森

林動植物の生態・森林被害など)，林業
の技術（森林育成一育苗･植栽･保育等，
木材生産・木材利用など)，農山村の実
態（生活・風景など)，都市の緑化

作品：1枚写真（四ツ切りとし，組写真は含ま
ない)。白黒の部・カラーの部に分ける。

応募資格：作品は自作に限る。なお応募者は職業写
真家でないこと。

応募点数：制限しない。

記載事項：①題名，②搬影者（郵便番号・住所・氏
名・年齢･職業･電話番号),③内容説明，
④撮影場所，⑤搬影年月日，⑥撮影デー
タ等を記入すること。

締切：昭和62年3月31日（当日消印のものを
含む)。

送り先：東京都千代田区六番町7〔〒102〕
日本林業技術協会「第34回森林･林業写
真コンクール」係

作品の帰：入賞作品の版権は主催者に属し，応募作
属及びネ品は返却しない。作品のネガは入賞発表

ガの提出と同時に提出のこと。

審査と：審査は昭和62年4月上旬に行い,入選者
発表は会誌「林業技術」5月号に発表。作品

の公開は随時，同誌上で行う。

審査員：島田謹介(写真家),八木下弘(写真家),眞

鍋武紀(林野庁林政課長)，山本武義(林
野庁研究普及課長)，若狭久男(全国林業

改良普及協会事業部長)，長谷川尭(日本
林業技術協会専務理事）（敬称略･順不同）

表彰： 〔白黒の部〕

特選（農林水産大臣賞）1点賞金5万円

1席（林野庁長官賞）1点3万円

2席（日本林業技術協会賞）
3点各2万円

3席（〃）5点各1万円
佳作20点記念品

〔カラーの部〕

特選（農林水産大臣賞）1点蝋金5万円
1席（林野庁長官賞）1点3万円
2席（日本林業技術協会賞）

3点各2万円
3席（〃）5点各1万円
佳作20点記念品
（3席までの入賞者には副賞を剛呈する。同

一者が2点以上入選した場合は席位はつける
が，賞金副賞は高位の1点のみとする）

主催(社)日本林業技術協会後援林野庁

|協会
氏名：謝瑞演（林務局竹東林区

管理処造林課長)，李瓊

都（林務局大甲林区管理

処造林課長)，許坤吐(行

政院森林開発処副技師)，

李武雄（台湾大学実験林

管理処管理員)，陳水定

（中華紙漿公司副課長）

内容：間伐および機械化による

集運材技術

期間：11/3～12/1

．林業技士養成講習

昭和61年度林業技士養成講習ス

クーリングを次のとおり実施じた。

1.森林評価（11月10～14日）

場所：本会別館3階会議室およ

び主婦会館

2.森林土木（11月18～22日）

場所：木材健保会館

3.林業機械（11月25～29日）

場所：本会5階会議室

4.林業経営（12月8～12日）

場所：木材健保会館

◎調査部関係業務

1.11月12日，島根県木次町役場会

談室において，山地災害危険地対

策調査の委員会を開催した。

2.11月25日，高知市三翠園会議室

において，四国南央地域整備計画

調査の委員会を開催した。

◎技術奨励

昭和61年度林木育種研究発表会
を林木育種協会と共催で，つぎのと

おり開催した。

日時：11月13～14日

場所：林業試験場大会議室

本会から宮下参事が出席。

◎講師派遣

依頼先：広島県森林協会

内容：林道の維持管理について

期日：11/26～28

講師：滝口参事

◎中国東北林業大学張教授来会

外林会満蒙部会の招恥により，中

国東北林業大学教授張徳義，助教授

馬龍演両氏が，11月17日から2週

間来日され，11月18日，本会を訪

問，日中林業事情等について種々懇

談された。

◎台湾研修員受入れ

交流協会からの依頼により次のと

おり研修員を受け入れた。

昭和61年12月10日発行
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『森林災害復旧事業ハンドブ戦ク■
●

１
１
１明日の山村をめざして

森林災害復旧制度研究会編
A5判/228頁/定価3,000円/〒300

。－その役割と新たな展開一 国有林分収育林制度の解説
１
１国有林分収育林制度研究会編

A5判|/420頁/定価4,300円/〒300
国土庁地方振興局山村豪雪地帯振興課･監修
A5判/340頁/定価3,600円/〒300

imiのI1I雌鰡辮蝿謎臘饗蕊蹴!､し卿溌
めざし哲ながら.lmlﾉ'にIFIを転ずると,"i(を'l'心とした大郁巾世|への
……睦画一 人口や産業の集中化ﾒﾉ推み、」似鋤りな経済のアンバランスや過

疎過密のﾂ錨も著しくなっております。特にII1枕祭1&過
疎離島j也域などは，自鯛I弧社会的条件のIni-ご大きなハンデ
ィキ･ヤップを負っており、それぞれの地域をﾒ蝉とした各般の
施策の実施1二もかかわらず；.#賭を111心とした人11の流出や、
商船化力弛むなビ，鯉余なj雌鮮|金の；|淋力洲雌となって上､る
地域もみられます。このため，地〃定住を進め，均柵ある側上

い,蝋…!Ⅶ烏、.‘．の発展を脳|る_l:からも，これらの地域に対する・層の振興k疎
が必要となっております。なかでも，山州也域は．法律に(j1Wj

肥されているように，剛上の保傘ンk源のかん懇脚然環境の保奄などの↑錨lをもってお
り，国鴎が安全で快適なH瀞l話を送る上でかけがえのない地域であること力'ら，橘力あ
る山村の地域祉金を建設することは,III1村はもとより全'11民的な課題ともなっております。
勿論厳しい"政41輪のII'て；今後I1I村振興を進めて↓､〈ことは容易なことではありま
せん。これまでのlll紺辰郷鎌を兇血し，地域の人々 の総意のもとに，地域の特性や演源
を活かした新たな地域づくりが必要になってきますも本鰈は，これまでの山村振麹､陳の
識ホリ雛網也てWfわれている地域の特性を活かしたI11|ｲ娠典や地域づくりへの』蝿lみ等
を体系的に整聰したものであります。（『推せんの言葉』より）
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…
凹撫"森林とみんなの暮らし
世界に視野を広げ,森林･林業の重要性を考えさせる｡中学生向け。
●盟膠/林野庁●編集/日本彬嵩銃瀬会●B5･64頁●850円(〒250円）

私たちの森林
森林の姿,はたらき,仕組みなどをわかりやすく解説｡小学校上級向き。
●編集／日本林業技術協会●A5．124頁●950円(〒250)

森と木の質問箱小学生のための森林教室
質問形式により,楽しみながら日本の繍淋･材薬がわかる。

●監修/林野庁●編集／日本淋業捜術協会●85.64頁●500円(〒250)

木の名の由来
なじみの深い30余種の樹木名について由来と特徴を解説。

●深津正･小林義雄著●四六判･158頁●980円(〒250)

;森林の利用と環境保全譲蕊の
：木材生産と環境保全との調整,その方策について提言する。
；●熊崎実著●A5･210頁●2300,円

;赫業と環境
：西ドイツの林業・林政力輔兼述されっ今日的課題に答える。
：●カール･ハーゼル著･中村三省訳●A5･356頁●4500円(〒共）

;農山ﾎ振興と小規模林業経営
；綿密な調査を通して経営の改善と振興上の問題点をさぐる。
：●黒田迪夫編著●A5･217頁●2500円(〒250)

日本の森林土瀞6謡舗掴鋪
：四半世紀にわたった国有林･民有林土壌調査の集大成。
：●監修琳野庁●鐸/日燕)調ﾎ土壌･編宴琴員会●B5･7冊頁●l5M0円(W50)

録化樹木の病害劇篭謎翰雛撚木の穂質
大々的増補改訂緑化樹木の病害虫対策の決定版.／：さまざまな要因による材質の形成機購を解明する。
、(上)小林享夫(下)小林富士雄著●A5･口絵カラー各3500円(〒300);●加納孟著●A5･174頁●1500円(〒共）

閏伐の手引画議鵡撚搬出利用まで－
現場技術者のための間伐マニュアル。好評発売I:I1./

●解説編B5.66頁●450円(〒200)/図解編B5･20頁●500円(〒l70)

枝打ち-基礎と応用一
校打.ちの効果技術の実際を体系だてて詳説する。

●藤謝逢郎著●A5･192頁●2800円(〒250)

枝打ちの手引一図解編一
優良材生産のキメ手､枝打ぢを的確に行うために。

●監修／林野庁●編集／日本林業技術協会●85･24頁●450円(〒170)

山林の評価
山林調面の理論と実際を解説。類書中の決定版／
●栗村哲象著●A5･644頁●6000円(〒共）

ジグザグ集運材作業その考え方とやり方
間伐材の集連材に適した技術体系の考え方と実際。

●中村英碩著●A5･96頁●650(〒250)

森林航測テキストブック
空中写真の実践的な活用についてわかりやすく解誕

●渡辺宏著/A5･270頁●2500円(〒250)

空からはかる"緑"の技術
目で見る銅才として初心者向きに構成されている。

●中島巌監修●編集／日本ﾎ鐸技術協会●B5･52頁●900円(〒250)

地方林政の課題
地方林政の理念，行動原理となる考え方を提示する。
●爵昭馴申二著●A5･303頁●3000円(〒300)

《写真集》走査電子顕微鏡図説木材の構造
国産材5噸種輸入材35種,595点の電顕写真を一詞又録．
●佐伯浩著●B5変･228頁●4500円(〒350)

:林業技術史(全琶巻）
：明治以降100余年にわたる林業技術史の集大成(全5巻)。

：●編集/日本林業技術協会●B呼均680頁●8500,円~15000円●第1･3は品切(〒共）

《写真集》緑雌
人間と緑の関係の理想像を世界各地に求める写真集。

●岡崎文彬著●A4判･242頁●|5000円(〒共）

;赫業百科事典
材蒙のあらゆる分野にわたり解説した料蓋菖鼬!4･

●編集／日本林業技術弼会●85･1178頁●14000円(〒450)

<委託販売図書〉

ｶﾗー 図鑑餐蕃でわかる落葉樹
亀山章監修馬場多久男解説･写真
A5判･上製本･284頁●2500円

《英語版写真集》
わが国の木材利jWの現況をカラー写真・図表により海外へ紹介したシ

リーズ｡今後の木付諒給の兇通し力・ら．加工・利用までをJi鞠了のデータ
を使って解説されている。

WO叩UTlLlZ剛l0NIMJAP朋一日本の木材利用一
●林野庁監修●写真集／英語版，日本語版

A4変型56頁定価3,000円(〒共）
FOR閲mYA叩WOOOINDUSTRYlNJA剛N一日本の林業･林産業一
●林野庁監修●写真集／英語版日本語版A4変型56頁定価2,800円(〒共）
FORESmYTECHNOmGYlMJAPAN

●解説書／英語版A5判200頁定価2.000円(〒共）
WOODlNDUSTRIESlHJAPAN-日本の木材産業一

●林野庁監修●写真集／英語版・日本語版
A4変型80頁定価3‘800円(〒共）

WOOOSUPPⅣ剛00剛M01NJAPAN-木材の利用と需給一
●林野庁監修●写真集／英語版・日本溌版

A4変型72頁定価3.800円(〒共）

WOOOOEm州DANoSUPPⅣlNJAPAN-木材需給の動向一
●林野庁監修●写真集／英嬬版・日本語版

A4変型53頁定価3,000円(〒共、

〒'02束京都千代田区六番町7番地 漂日本林業技術協会 電話(03)261-5281振替東京3-60448
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